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 令和２年度一般会計予算の中で、

港 北 区 で 執 行 す る 予 算 及 び

港北区職員の人件費の規模は 

130 億円で、18 区全体のおよそ

6.4％を占めています。 

このうち、区が自律編成を行う

「個性ある区づくり推進費」は 

9 億円となっており、港北区に係る

予算の 6.9％となっています。また、

区に係る予算の中でも大部分を占

めているのは、局から予算配付を

受け区が執行している「区配付予

算」で、港北区全体の 60.1％に及

び、78.1 億円となっています。 

港北区における予算のすがた（令和２年度一般会計予算） 

横浜市の一般会計の予算規模は１兆 7,400億円で、このうち 18区が執行している予算（区の人件費

を含む。）は 2,025 億円です。港北区の令和２年度事務事業の執行内容を説明していきます。 

Ⅰ 港北区の予算の概要 

ⅰ 「生活保護等」が 35.9 億円で、27.6％を占めています。 

ⅱ 市立保育所の運営費や放課後児童健全育成事業などの「子育て支援」が 16.8 億円で、 

13％となっています。 

ⅲ 身近な道路・公園等の管理運営に係る「身近なまちづくり」が 13.8 億円で、10.6％ 

となっています。 

注１ 各項目で単位未満を四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。

 ２ 各項目の占有率は百万円単位で計算をしています。 

特に大きな比重を占めるものは… 

5.6％ 

1



区に係る予算のすがた（令和２年度特別会計・公営企業会計含む予算）

（単位：億円）

予算額
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既設管の修繕や共同排水設備の受託施工などを行います。

後期高齢者医療制度における市町村事務として、保険料の徴収及び、被
保険者証の交付の申請受付などを行います

区役所の窓口で扱っているのは、高額療養費の支給、出産育児一時金等
の支給や、いったん医療費の全額を支払った場合の払戻しなどを行いま
す。

特別会計

公営企業会計

人件費

国民健康保険事業費会計

介護保険事業費会計

みどり保全創造事業費会計

後期高齢者医療事業費会計

公共施設や民有地の緑化を拡充し、魅力と潤いのあるまちづくりを推進し
ます。

注）各項目で単位未満を四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。

合　　計

下水道事業費会計

個性ある区づくり推進費

区配付予算

　区役所では、税金を主な財源とした一般会計のほか、国民健康保険料や介護保険料など特定の収入を主な財源として収支を
明確にした特別会計と、民間企業と同じように経営に伴う収入により独立採算制に基づき運営されている公営企業会計の一部
予算についても予算執行をしています。
　全会計ベースの大まかな全体像は以下のとおりです。
　なお、現時点で区ごとの配付額が未定のものもあり、区へ配付する予定額を18区均等に按分したものも含まれているため、あく
までも参考値となります。

分類 説明

区の裁量や創意工夫に基づき自律編成する予算

局からの予算配付を受け、区が執行している予算

一般会計

高額介護サービス費の支給、在宅介護住宅改修費や福祉用具購入費の
償還払のほか、要介護認定等に係る事務などを行います。

総務局人事部労務課公表「令和２年度職員人件費予算の目安」より
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港北区の一般会計予算は、地域の課題やニーズに対応するための自主企画事業費、区庁舎・区民利用

施設の管理運営費、身近なまちづくりや子育て支援・生活保護などの福祉・保健に関する事業費（局か

らの配付予算）から成り立っています。 

注）1 現時点では配付額が未定のため、区へ配付する予定額を 18 区均等に按分したものも含まれています。 

注）2 各項目で単位未満を四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。 

区配予算の中で、 
③「子育て支援」に係る予算は、港北区では 18 
区全体の 9.8%を 3.2 ポイント上回る 13%、 
④「生活保護等」は､18 区全体の 3４.５%を
７ポイント下回る 2７.６%となっています。

分類 
港北区 18 区全体 

２年度予算 構成比 元年度予算 構成比 ２年度予算 構成比 

個性ある区づくり推進費 901 6.9％ 894 6.9％ 15,520 7.7％ 

自主企画事業費 119 0.9％ 124 1.0％ 1,852 0.9％ 

その他区庁舎・区民利用施設

管理費等 
782 6.0％ 770 5.9％ 13,668 6.8％ 

区配付予算 7,811 60.1％ 7,886 60.8％ 124,659 61.6％ 

① 区役所総務費 667 5.1％ 725 5.6％ 8,559 4.2％ 

② 身近なまちづくり 1,379 10.6％ 1,605 12.4％ 19,811 9.8％ 

③ 子育て支援 1,684 13.0％ 1,412 10.9％ 19,863 9.8％ 

④ 生活保護等 3,593 27.6％ 3,659 28.2％ 69,975 34.5％ 

⑤ 福祉・保健 488 3.8％ 486 3.7％ 6,620 3.3％ 

人 件 費 4,285 33.0％ 4,189 32.3％ 62,192 30.7％ 

合 計 12,997 100％ 12,969 100％ 202,371 100％ 

Ⅱ データで見る港北区の予算 

１ 総 括  表 

（単位：百万円） 

18 区全体から見た 港 北区 の予算 

《参考》18 区全体の予算の概要 

注：各項目で四捨五入をしているため、合計額と一致しない場合があります。 
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（１）自主企画事業費  （単位：千円） 

安心して暮らせるまちづくり 32,855 31,204 1,651

災害に強いまちづくり推進事業 20,110 20,020 90 総務課

災害時医療整備事業 277 377 △ 100 福祉保健課

快適な暮らしの衛生応援事業 639 639 0 生活衛生課

交通社会　無事故でカエル事業 5,431 4,165 1,266 地域振興課

放置自転車対策事業 5,387 5,293 94 地域振興課

港北ＡＡＡ（安全で安心な明日を）地域防犯力向上作戦 1,011 710 301 地域振興課

活気にあふれるまちづくり 51,457 55,586 △ 4,129

港北区制80周年記念事業 0 2,900 △ 2,900 総務課

大規模スポーツ大会開催機運醸成事業 3,750 3,450 300 区政推進課

地域スポーツ推進事業 1,450 1,450 0 地域振興課

港北区商店街活性化事業 1,380 1,380 0 地域振興課

ウォーキングから始まる健康づくり事業 1,104 1,785 △ 681 福祉保健課

育もう「ふるさと港北」事業 9,315 8,830 485 地域振興課

地域のチカラ応援事業 3,281 3,411 △ 130 地域振興課

港北魅力発見事業 3,385 3,385 0 区政推進課

芸術文化振興事業 2,000 2,000 0 地域振興課

区民活動支援事業 1,498 1,498 0 地域振興課

地域振興活動事業 2,870 1,955 915 地域振興課

読書活動推進事業 800 700 100 地域振興課

こうほく３Ｒ推進事業 1,626 1,626 0 地域振興課

港北エコアクション推進事業 3,176 3,076 100 区政推進課

データ活用によるまちづくり推進事業 1,250 1,250 0 区政推進課

まちづくり調整費 4,490 1,890 2,600 区政推進課

小机マルシェ実施事業 10,082 15,000 △ 4,918 区政推進課

地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 21,705 18,252 3,453

「ひっとプラン港北」推進事業 3,023 1,239 1,784 福祉保健課

地域子育てサポート事業 9,898 8,918 980 こども家庭支援課

区内保育所施設ＰＲ事業 2,275 2,205 70 こども家庭支援課

離乳食教室 1,158 1,162 △ 4 福祉保健課

高齢者・障害者支え合い推進事業 4,768 4,728 40 高齢・障害支援課

つなしま相談室・つなしま交流室を活用した多世代交流事業 583 0 583 福祉保健課

区民サービスの向上に向けた取組 12,870 17,740 △ 4,870

港北区ＰＲ情報発信事業 2,162 4,556 △ 2,394 区政推進課

戸籍課案内サービス向上事業 2,654 2,300 354 戸籍課

「仕事力向上」職員育成事業 982 932 50 総務課

区民サービス向上・環境改善促進事業 7,072 9,952 △ 2,880 総務課

合　　計 118,887 122,782 △ 3,895

（参考）統合事業費 17,835 16,814 1,021

広報よこはま区版発行事業 11,543 10,748 795 区政推進課

広聴相談事業 2,144 2,136 8 区政推進課

消費生活推進員事業 204 594 △ 390 地域振興課

青少年活動支援事業 3,944 3,336 608 地域振興課

緊急時情報システム運用事業 1,008 998 10 総務課

スポーツ推進委員支援事業 2,563 2,929 △ 366 地域振興課

クリーンタウン横浜事業 1,870 1,850 20 地域振興課

合　　計 23,276 22,591 685

事　業　名 ２年度 元年度 増△減 担当課

２ 個性ある区づくり推進費 
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事　業　名 掲載頁

１　安心して暮らせるまちづくり

（１）災害に強いまちづくり推進事業 6

（２）災害時医療整備事業 12

（３）快適な暮らしの衛生応援事業 13

（４）交通安全　無事故でカエル事業 14

（５）放置自転車対策事業 17

（６）港北ＡＡＡ（安全で安心な明日を）地域防犯力向上作戦 19

２　活気にあふれるまちづくり

（１）大規模スポーツ大会開催機運醸成事業 21

（２）地域スポーツ推進事業 23

（３）港北区商店街活性化事業 24

（４）ウォーキングから始まる健康づくり事業 26

（５）育もう「ふるさと港北」事業 28

（６）地域のチカラ応援事業 30

（７）港北魅力発見事業 32

（８）芸術文化振興事業 34

（９）区民活動支援事業 36

（10）地域振興活動事業 37

（11）読書活動推進事業 39

（12）こうほく３Ｒ推進事業 41

（13）港北エコアクション推進事業 43

（14）データ活用によるまちづくり推進事業 45

（15）まちづくり調整費 47

（16）小机マルシェ実施事業 48

３　地域で支えあう福祉・保健のまちづくり

（１）「ひっとプラン港北」推進事業 49

（２）地域子育てサポート事業 51

（３）区内保育所施設ＰＲ事業 57

（４）離乳食教室 59

（５）高齢者・障害者支え合い推進事業 61

（６）つなしま相談室・つなしま交流室を活用した多世代交流事業 65

４　区民サービス向上に向けた取組

（１）港北区ＰＲ情報発信事業 66

（２）戸籍課案内サービス向上事業 68

（３）「仕事力向上」職員育成事業 69

（４）区民サービス向上・環境改善促進事業 70

広報よこはま区版発行事業 71

広聴相談事業 72

消費生活推進員事業 73

青少年活動支援事業 74

緊急時情報システム運用事業　※災害に強いまちづくり推進事業の頁に掲載 7

スポーツ推進委員支援事業 ※地域スポーツ推進事業の頁に掲載 23

クリーンタウン横浜事業 ※こうほく３Ｒ推進事業の頁に掲載 42

自主企画事業　目次

《参考》統合事業費
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１ 安心して暮らせるまちづくり

 

事業名等 実施内容 

１－(1) 

災害に強いまちづく 

り推進事業 

（単位：千円） 

２予算 20,110 

元予算 20,020 

増▲減 90 

総務課

【事業の概要】 

震災や風水害などの大規模災害時における円滑な避難行動を促すため、啓

発用リーフレット作成や風水害時の指定緊急避難場所を明示した案内表示

板の設置を行います。併せて、東京2020オリンピック・パラリンピック開

催期間中の区危機管理体制の強化を図ります（新型コロナウイルスの影響

により中止）。また、前年度に引き続き、ストレスの少ない長期避難生活実

現のため、様々な避難者に配慮した避難生活環境改善備品の整備を進めま

す。

【主な内容】 

１ 風水害時の避難行動支援について 【(２)2,500千円】《新規》 

風水害時の避難方法や避難場所についての情報を掲載した啓発用リー

フレットを作成し、各種イベント等で配付します（８月に配付予定）。ま

た、区内の指定緊急避難場所に、風水害時における避難場所の開設に関

する情報を記載した案内表示板を３年度までの２か年計画で設置します

（２年度は８月末までに 16拠点に設置予定）。

２ 箕輪小学校地域防災拠点環境整備 【(２)1,020千円】《新規》 

 ３年度から地域防災拠点指定予定の箕輪小学校に、避難所環境改善備

品を配備します。 

 

【指定緊急避難場所案内表示板イメージ】 【啓発用リーフレットイメージ】 

【子ども遊び場用マット １基】 

【かご台車 ２台】

【エアマット 1,200 枚】 【パーテーション ２基】 

【段ボールベッド ５床】

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

＊赤字は２月にお示しした「令和２年度個性ある区づくり推進費予算（案）について」からの変更・追記箇所となります。
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

 

 

３ 東京 2020オリンピック・パラリンピック危機管理体制の強化 

                    【(２)1,000千円】《新規》 

港北区では、東京 2020 オリンピック・パラリンピック開催期間中、横

浜国際総合競技場にてサッカーの試合が 11試合開催され、計８日間港北

区大会警戒本部を設置します。大会に合わせて、区危機管理計画を策定

するとともに、国際大会が行われる際に行政機関がテロの標的になる可

能性があることから、区内試合開催日を対象に、区庁舎に警備員を配置

し、区の危機管理体制を強化します。 

（新型コロナウイルスの影響により中止） 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 災害時における情報発信の強化  【(２)3,000千円、(元)3,750千円】 
 港北区防災情報アプリの運用 

29年度から配信を開始している「港北区防災情報アプリ」の動作環 

境・発信情報を検証するため、システムの保守を実施します。 

 

 

 

 

 

 

統合事業費  

［緊急時情報システム運用事業］【（２）1,008千円、（元）998千円】 

避難勧告等の緊急情報を区民に迅速かつ確実に伝えるため、電話によ

る一斉発信及び応答機能を持つシステムを、区内で河川の氾濫・決壊の

恐れのある地区を中心に運用します。 

【導入予定】 

・洪水浸水想定区域内災害時要援護者約8,200人（６月までに登録勧奨） 

【導入済】 

・早渕川高田橋下流地域の災害時要援護者 

・家屋倒壊等氾濫想定区域となる新羽地区・小机町の一部 

・土砂災害警戒情報発表に伴う即時避難勧告対象のがけ地 

・自治会・町内会会長 

 

 

            

 

【ダウンロード数（２年４月末現在）】 
 16,155 件（iOS、AndroidOS） 
 ※ 31 年４月末登録件数 8,653 件 

【横浜国際総合競技場競技実施日程】 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

 

５ 地域防災拠点（区内28拠点）環境整備 

【(２)4,550千円、(元)10,980千円】 

  (1) 地域防災拠点環境改善備品の整備 

30年度から整備しているノロウイルスや肺炎等の感染症を防ぐため

の自動ラップ式簡易トイレや震災関連死防止のため段ボールベッドの

整備を行います。（２年度に整備計画完了予定。） 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                            
 

 
(2) 備蓄資機材の点検・修繕 

経年劣化が進んでいる防災備蓄庫内 

の発電機、投光器、エンジンカッター、 

移動式炊飯器などの資機材の迅速な点 

検修繕を行います。 

 

  (3) 地域防災拠点訓練参加者向け保険 

    区内 28拠点で毎年実施されている地域防災拠点訓練参加者が、訓練

時に負傷した場合に備え、傷害保険に加入します。 

 

【自動ラップ式簡易トイレ】 【段ボールベッド】 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

 

６ 自助・共助の普及啓発 【(２)3,050千円、(元)1,800千円】 

(1)  防災マップ、各種ハザードマップの更新・増刷 

区民の風水害・震災への関心は高まっているため、防災マップやハ

ザードマップの更新・増刷を行います。 

   

(2) 防災キャラバンの実施 

    自治会町内会向けの出前講座（防災キャラバン）を通じて多くの区

民へ防災意識の醸成を行います。 

【防災キャラバンの内容】 

   ・がけ防災 ・河川防災 ・地震防災 

  【防災キャラバンの実施状況】 

 

  

 

 

  （3） 防災講演会の実施  

市民、職員向けに防災意識のさらなる向上を目的に、防災講演会を

実施します。 
 テーマ 講師 参加者数 

29年度 港北の未来をひらく 

～学校と連携した地域防災拠点

運営に向けて～ 

鷲山 龍太郎 

横浜市立長津

田小学校長 

約400人 

30年度 避難所で本当に命と健康、守れ

ますか！？ 

～高齢者・障害のある方・女性・

子どもなどの視点から～ 

浅野 幸子 

減災と男女共同

参画研修推進セ

ンター共同代表 

約400人 

元年度 災害時のトイレ問題について一

緒に考えてみませんか？ 

～災害時のトイレ問題を「自分

事」として捉えよう～ 

加藤 篤 

 NPO法人日本トイ

レ研究所代表理事 

約500人 

 

【参考】新横浜駅周辺混乱防止対策訓練の実施  

新横浜駅周辺の鉄道やホテル等の事業者、 

地域住民等と連携し、震災時の帰宅困難者 

対策を円滑に行うための訓練を実施します。 

（３年３月予定） 

 

  

※元年度は新型コロナウイルスの影響により、訓練は中止 

 

 

 

 

 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

地 区 ３地区 ９地区 ４地区 ６地区 ８地区 

参加者 77人 460人 118人 268人 299人 

 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

参加者数 
300人 

(28団体) 

300人 

(31団体) 

300人 

(40団体) 

300人 

(45団

体) 

２年３月 

(中止※) 

【過去５年間の訓練参加者数】 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

 

７ 各種補助事業 【(２)1,590 千円、(元)1,590千円】 

(1) 災害時の延焼防止対策補助事業 

地域の初期消火力を高め、共助の取組を推進することを目的として

初期消火器具の整備に係る補助金を交付します。30年度からは商店街

も交付対象としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 各種団体への補助等 

・災害ボランティア連絡会への補助 

・アマチュア無線非常通信協力会へ謝金を支出 

［総務局区配］ 

・地域防災活動奨励助成金：区内 28の地域防災拠点へ補助 

（1拠点あたり 12万円交付） 

・「町の防災組織」活動費補助金：町の防災組織に対し補助 

                 （１世帯あたり 160円交付） 

※町の防災組織補助金は、新型コロナウイルスの影響により定期総会

を延期せざるを得ない自治会町内会があることを考慮し、申請期限を

延長 

 

８ 区本部機能の強化 【(２)3,400千円、(元)1,900千円】 

(1)  IP 無線機を活用した情報受伝達の強化《新規》 

大規模災害時において、通信規制がかかりにくい回線を活用した IP 
無線機を導入し、区災害対策本部と避難所等間の円滑な情報受伝達を

目指します。 
 

(2) 港北区災害対策本部訓練の実施 

区本部機能強化のため、各種訓練を実施します。実施時期について

は、新型コロナウイルス感染症の今後の状況を踏まえ決定します。 

・風水害対策区本部訓練（７月予定） 

・震災対策区本部訓練（３年１月予定） 

・震災時初動対応訓練（５月(新型コロナウイルスの影響により 
中止)、９月予定） 

・区職員向けの安否確認訓練（９月、３年１月予定） 

・区職員向け動員訓練（９月～11月予定） 

 

 

 

 

 年度  25 26 27 28 29 30 元 ２ 

台数 ３ ５ 17 10 12 11 13 12 

（区） ‐ ‐ 10 ５ ９ ８ ８ ９ 
（消防） ３ ５ ７ ５ ３ ３ ５ ３ 

［補助対象地域の優先順位と整備数の考え方］ 

優先順位１：地震火災対策方針の対象地域 

優先順位２：上記を除く、焼失棟数が１～５軒の地域 

優先順位３：上記のほか地域 

 

【補助実施計画（消防局実施分を含む）】 

【スタンドパイプ式

初期消火器具】 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

 

 (3) 職員・来庁者用備蓄食料の整備等 

期限切れによる区職員用備蓄品の更新、来庁者向け備蓄食の整備や

災害時の連絡体制確立のための各種通信機器を維持・管理します。ま

た、深夜等の発災時の迅速な職員参集を目的とした自動車借上げを行

います。 

 

【参考】港北区総合庁舎浸水時停電対策 

～ＶＰＰ構築事業 ※を活用した、蓄電池設置事業～ 

想定最大規模降雨により、約２ｍ(区庁舎１階部分相当)の浸水が想定

されている中で、区庁舎浸水時に全電源を喪失するリスクがあります。 

元年度、ＶＰＰ構築事業を活用し、電力供給契約に合わせて、区庁舎

に蓄電池を設置しました。（区庁舎への蓄電池の設置は国内初） 

これにより、浸水による停電時においても、区災害対策本部の機能維

持に必要な最小限の電源を確保できる見込みです。 

 

※ＶＰＰ構築事業 

地域防災拠点に指定されている市内小中学校等に、電気事業者が蓄

電池設備を設置し、平常時は電力の需給調整として活用し、停電を伴

う非常時は防災用電源として使用する取組をいいます。 

 

【蓄電池概要】 

＜所 有 者＞ 

電力供給契約事業者 

＜設置場所＞ 

区庁舎２階～４階に各１台（計３台） 

設置 

＜容 量＞ 

１台あたり容量約15kWh、計約45kWh※ 

分の電力量を確保します。 

＜稼働時期＞ 

２年３月 

 

 

※約45kWh 

港北区災害対策本部を３日間程度維持するための必要最小限の

電力量（約4,500台のスマートフォンを満充電できる量） 

防災無線、パソコン10台、ＴＶ１台、ＦＡＸ１台、携帯電話15台、

コピー機１台の使用を想定 

 

［温暖化対策統括本部区配］ 

・横浜スマートシティプロジェクト 

※本事業を執行することによる電力料金の増額分に充当 

 

 

 

【蓄電池】 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

１－(2) 

災害時医療整備事業 

（単位：千円） 
２予算 277 

元予算 377 

増▲減 ▲100 

福祉保健課 
 

【差引理由】 
消耗品の精査、チラシ

印刷枚数の見直しによ

る経費削減 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
【医療救護隊参集訓練】 
 
 
 
 
 
 
 
【のぼり旗掲出訓練】 

【事業の概要】 

 区防災計画（震災対策編）における災害時医療等の対策を講じるため、関

係機関との各種会議の開催や医療救護隊等の訓練を実施するとともに、医

療救護隊の活動環境を充実させるために必要な物品を配備します。 
 29年７月より変更した医療救護体制について、引き続き周知を図ります。 
 

【主な内容】 

１ 災害医療連絡会議の開催 【(２)65千円、(元)65千円】 

   災害時における医療救護活動等に関して、医療及びその他関係機関

と、平時より意見交換及び情報交換を行い、災害時における港北区の実

効性のある体制づくりに取り組みます。（年３～４回） 

※参加機関…三師会、災害拠点病院、災害協力病院、地域防災拠点 
    運営委員会代表、訪問看護ステーション、警察、消防 

他行政関係機関 
 
２ 医療救護隊訓練の実施 【(２)50千円、(元)50千円】 

医療救護隊が発災時に迅速に活動できるよう訓練を実施します。 

・医療救護隊参集（区医師会館）・巡回訓練（年２回） 

・トリアージ訓練（机上訓練）（年１回） 

・のぼり旗・フラッグ掲出訓練（年２回：９月及び１月） 

・通信訓練（局⇔区：年６回、区⇔医療機関：年４回） 

 
３ 医療救護隊用装備品の整備 【(２)119千円、(元)142千円】 

・医療救護隊及び保健活動グループの活動や訓練に必要となる事務用

品の購入、並びに有効期限切れの保健活動グループの装備品（滅菌ガ

ーゼ、医療用手袋）の交換予定（11月） 

 
４ 災害支援ナースの登録促進と管理 【(２)43千円、(元)120千円】 

（登録者：２年４月現在65人） 

  ・災害支援ナース登録促進にかかる登録申込票及び参集拠点と活動の

案内の周知（区医師会を通じて、区内の診療所に勤務する看護師の登

録を勧奨するほか、看護師免許申請時等の登録受付を随時実施） 

  ・研修、訓練を実施予定 

    研修：県看護協会及び医療局主催研修の周知（２～３月頃） 

    医療救護隊訓練（年２回） 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

１－(3) 

快適な暮らしの衛生

応援事業 

（単位：千円） 

２予算 639 

元予算 639 

増▲減 0 

生活衛生課 

【事業の概要】 

 食の安全や各種施設の衛生確保、動物の適正飼育や災害時のペット対策の

啓発を行います。 

【主な内容】 

１ 食中毒・感染症防止対策 【(２)362千円、(元)462千円】 

(1) 食中毒・感染症予防のための監視事業 

・監視用物品の更新（短焦点防水カメラ） 

【食中毒等発生状況】 

※ノロウイルス、腸管出血性大腸菌、レジオネラ症等 

 

(2) 衛生講習会の実施 

・事業者の衛生管理向上のため講習会を実施 

【講習会実施回数】 

 

２ ペットのマナー啓発と災害時のペット対策 

  【(２)277千円、(元)177千円】《拡充》 

(1) 動物の適正飼育に関する啓発、指導（通年） 

(2) 資料を用いた飼い犬の散歩マナー向上啓発（通年） 

(3) 狂犬病予防注射集合会場での飼主向け啓発（４月（新型コロナウイ

ルスの影響により中止）） 

(4) 地域防災拠点運営委員会連絡会での啓発（５月、12月） 

(5) 地域防災拠点訓練でのペット対策訓練・啓発（10月、11月） 

 

 

 

 

 

 

 

 27年 28年 29年 30年 元年 

食中毒 
件数 ３件 ２件 ３件 ７件 ４件 

患者数 13人 54人 62人 62人 48人 

感染症※ 
件数 26件 45件 26件 22件 26件 

患者数 255人 1,062人 241人 181人 310人 

27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

31回 32回 33回 38回 26回 

 

【ペットのマナー・防災対策教室】 
10月 27日 岸根公園 

【啓発資料、ふん処理袋配布による 

飼い犬の散歩マナー向上啓発】 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

１－(4) 

交通安全 無事故でカ

エル事業 

（単位：千円） 

２予算 5,431 

元予算 4,165 

増▲減 1,266 

地域振興課 
 

【差引理由】 
スクールゾーン路面標

示補修か所数増加によ

る工事費の増 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 交通安全意識の向上を図るため、交通安全関係団体と協力した啓発活動を

行います。特に、子どもと高齢者に対象を絞って事業を実施します。 

 

【主な内容】 

１ 児童交通安全対策事業 【(２)4,698千円、(元)3,388千円】《拡充》 

・「はまっ子交通あんぜん教室」の区内全小学校26校での実施 

（新設の箕輪小学校を含む）（10月以降） 

低学年には歩行者教室、高学年には自転車教室を実施します。 

・「中学生 交通安全授業」の区内中学校３校で実施 

・交通安全ポスターコンクールの開催（８～９月募集）と表彰(12月) 

  各小学校児童からの応募作品の中から優秀賞12作品を選定し、入賞作

品は、令和３年の交通安全カレンダーに使用します。 

・区内スクールゾーン対策協議会への助成金交付 

・スクールゾーン路面標示及びスクールゾーン電柱巻看板の更新、設置 

 

 

 

 

 

 

 

【はまっ子交通あんぜん教室】    【中学生交通安全教室】 

                  

 

 

 

 

 

 

【スクールゾーン路面標示】 

 

２ 交通安全運動事業 【(２)229千円、(元)227千円】 
（1) 各種交通安全キャンペーンの実施 

・春の全国交通安全運動キャンペーン（新型コロナウイルスの影響に 
より中止） 

・夏の交通事故防止運動キャンペーン 
・秋の全国交通安全運動キャンペーン 
・年末の交通事故防止運動キャンペーン 
・その他、自転車・二輪車に関するキャンペーン等の実施 
 

(2) 「安全・安心のつどい」の開催（年１回） 
   防犯活動功労者伝達式等と併せて、交通安全功労者表彰、ポスターコ 

ンクール入賞者表彰、交通安全講話等を行います。 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

 
 
 

 
【運転卒業者おトク 
事業実施店ステッカー】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

３ 高齢者等交通安全事業 【(２)400千円、(元)430千円】 

   高齢者の交通事故対策として、次の事業を行います。 
(1) 高齢者免許返納促進 

商店街と連携し、免許を返納した高齢者に対し、運転免許経歴書の提 

示により、店舗にて特典を付与する「運転卒業者おトク事業」を継続し

て実施します。 

   協力店舗数 26店舗(５月現在) 

 

(2) 高齢者交通安全教室の開催 

（ドライビングスクールでの体験型交通安全教室）  

高齢者交通安全教室を、菊名ドライビングスクール及び日吉自動車学 

校の２か所で行います。 

・高齢ドライバーの運転実技講習 
・衝突・巻き込み実験 
・道路の歩き方、自転車の乗り方の実技講習 
・サポートカー試乗による安全運転講習の実施 

 
【参考：参加者数の推移】 

 27年 28年 29年 30年※ 元年※ 

参加者数 ６人 ７人 ８人 19人 
日吉：20人 

菊名：17人 

※ 30年より、サポートカー試乗による安全運転講習を実施。 
 

(3) シルバーウォークラリーの開催（年２回 ４月は新型コロナウイルス 
の影響により中止） 

   ・道路の歩き方等を指導し、目的地までのウォーキング 

   ・身体機能テストを含む交通安全講話 

 

【参考：参加者数の推移】 
 27年 28年 29年 30年 元年 

春開催 29人 32人 28人 22人 33人 

秋開催 29人 31人 30人 32人 36人 

 

 

 

 

【サポートカー体験実習】 【シルバーウォークラリー】 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４ 子育て関連施設交通安全対策事業 【(２)104千円、(元)120千円】 
   保育園・幼稚園などの子育て関連施設周辺に、施設の存在を知らせ子 
 どものとび出しに注意を促す「電柱巻看板」を、新規開園等の施設付近 
 の電柱に設置します。 

   
【参考】港北区の交通事故件数等（暦年） 

 27年 28年 29年 30年 元年 

交通事故件数 796件 841件 855件 686件 593件 

死亡者数 ８人 １人 ３人 ２人 ３人 

負傷者数 914人 1,001人 968人 783人 685人 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【電柱巻看板】 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

１－(5) 

放置自転車対策事業

（単位：千円） 

２予算 5,387 

元予算 5,293 

増▲減 94 

地域振興課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 放置自転車の台数は、10年前に比べ全体的には約２割にまで減少していま

すが日吉駅や綱島駅、新横浜駅は来街者も多く放置自転車も目立つことから、

集中的に監視活動や撤去作業を行うとともに、各駅の自転車等放置防止推進

協議会と協力しながら対策を進めます。 

 

【主な内容】 

１ 監視員事業 【(２)4,584千円、(元)4,500千円】 

区全体の放置台数が減少しているため、放置自転車の防止やマナーア

ップ等を図る放置自転車監視員の配置数を減らします。一方で、放置台

数の多い日吉駅、綱島駅及び新横浜駅については、引き続き集中的な監

視員配置を維持する必要があります。（道路局予算と合算して執行） 

なお、３駅以外の駅については、引き続き各駅の放置状況に応じて年

間配置数内で調整して配置します。 

・年間配置数：2,836回（予定） 

 

【駅ごとの延べ配置数（１回あたり１人３時間）】 

駅 
放置台数 

（30年度） 

元年度配置数 放置台数※ 

（元年度） 

２年度配置数 

週 年 週 年 

日吉 72台 27回 1,278回 18台 19回 912回 

綱島 120台 30回 1,440回 104台 32回 1440回 

新横浜 51台 10回 480回 40台 7回 410回 

新羽 9台 1回 32回 23台 1回 48回 

小机 12台 ‐ 34回 11台 ‐ ‐ 

合計 264台 68回 3,264回 196台 58回 2,836回 

※新型コロナウイルスの影響により４月25日から５月17日まで休止 

※年間の配置回数に変更はありません。 

 

【参考】 区内全駅の１日における放置台数（合計） 

 

 

 

 

※「横浜市鉄道駅周辺放置自転車等実態に関する調査」より抜粋（元年度は速報値） 

（11月の平日の晴天時、午前９時から午後３時までに放置されていた台数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 

放置台数 1,234 893 583 444 422 

駐輪場台数 19,306 19,303 19,329 19,619 19,807 

［道路局区配］【(２) 11,646千円、(元)12,658千円】 

自転車マナーアップ事業 

・自転車放置防止監視員の配置 
【参考：道路局区配と区づくり推進費の合算額】 
(２) 16,230千円（未定）、(元)17,158千円 

 

17



１ 安心して暮らせるまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 

２ 放置自転車等撤去事業 【(２)230千円、(元)225千円】 

来街者も多く放置自転車の多い日吉駅、綱島駅及び新横浜駅について

は、集中的な対策を維持する必要があるため、元年度に引き続き、２年

度についても休日も含め道路局が撤去を実施します。 
３駅以外の駅については引き続き平日は道路局が行うとともに、休日

については、各駅の放置の状況に鑑み計画回数は減らすものの、引き続

き必要に応じて区が実施します。 
 
【道路局と区役所が実施する各駅の撤去回数（回/年間）】 
年度 元年度（11月末現在） ２年度（予定） 

曜日 平日 休日 平日 休日 

実施者 道路局 道路局・港北区 道路局 道路局・港北区 

 計画 実績 計画 実績 計画 計画 

日吉 50回 29回 24回 9回 50回 12回 

綱島 140回 91回 48回 32回 140回 24回 

新横浜 50回 32回 24回 12回 50回 12回 

大倉山 24回 18回 

必要に

応じて

区で 

実施 

0 回 24回 

必要に応じて

区で実施 

菊名 12回 10回 0 回 12回 

妙蓮寺 12回 8回 0 回 12回 

新羽 12回 7回 0 回 12回 

小机 12回 11回 0 回 12回 

高田 6回 4回 0 回 6回 

岸根公園 6回 5回 0 回 6回 

日吉本町 6回 4回 0 回 6回 

 

３ 地域活動事業 【(２)573千円、(元) 568千円】 

区内の自転車等放置防止推進協議会に対し活動費を助成（10協議会） 

するとともに、協議会が放置自転車クリーンキャンペーンなどの活動を 

行う際に使用する物品等を配布し、各駅の状況に応じた協議会の活動を 

支援します。 

 また、駅ごとの放置状況や啓発方法などについて情報共有を行うため、 

区内の各駅協議会の代表による「港北区自転車等放置防止推進協議会」 

を引き続き開催します。 

 

 

 

 

 

 

【放置自転車クリーン 
キャンペーン】 
 

【撤去作業】 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

１－(6) 

港北ＡＡＡ（安全で

安心な明日を）地域

防犯力向上作戦事業 

（単位：千円） 

２予算 1,011 

元予算 710 

増▲減 301 

地域振興課 
 

【差引理由】 
防犯メールサーバ機器

更新及び防犯パトロー

ル関連物品の作成増加

による増 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

地域の要望にあわせた防犯関連物品等の提供を行い、区民が主体となって防

犯活動を行うことができるような支援を行います。併せて、区内の犯罪発生状

況を迅速に提供することで、地域の防犯活動に役立てていただき、地域の防犯

力の向上と安全で安心なまちの実現を目指します。 
 

【主な内容】 

１ 防犯情報メールの配信 【(２)432千円、(元)131千円】 

毎日警察と犯罪発生状況を共有し、登録者の携帯電話やパソコン宛て、

ＦＡＸでの防犯情報を配信します。また、振り込め詐欺等特殊詐欺の前兆

電話があったという情報が、警察や区民から区役所に複数寄せられた際

に、「特殊詐欺警報」として即時に注意喚起の防犯情報メールを配信しま

す。 

※２年度に、メールサーバ機器の更新を行います。 

【防犯情報メール登録者数】 

 
28年度末 29年度末 30年度末 元年度末 

２年度 

（４月末現在） 

登録者数 7,409人 7,734人 8,750人 9,711人 9,770人 

 

２ 防犯啓発活動 【(２)359千円、(元)259千円】 

  (1)  防犯パトロール関連物品の作成配付《拡充》 

   「のぼり旗」や「ベスト」など、自治会町内会等の団体が防犯活動を 

行う際に使用する物品を作成、配布し、地域の防犯活動を支援します。 

２年度は、各自治会町内会において更新時期を迎えることから、増加し

て作成します。 

 
  (2)  青色防犯灯装備車によるパトロール 

    警察の講習を受けた職員が、犯罪発生地域を中心に青色防犯灯装備車 

で回り、防犯パトロール及び放送による防犯啓発を行います。 

２年度も引き続き警察と振り込め詐欺等特殊詐欺発生状況を共有し、そ

の時々の状況に合わせた注意を呼び掛けます。 

    
  (3) 港北ＡＡＡ（安全で安心な明日を）作戦会議の開催 

   地域の防犯力向上のため、警察や防犯関係団体、地域、学校、事業者、 

行政の各関係者による「港北ＡＡＡ作戦会議」を開催します。 

（６月 書面開催） 

 
３ 「子ども110番の家」ネットワーク会議 【(２)120千円、(元)120千円】 

・各小学校の「子ども110番の家」活動の情報交換を目的とした「子ども 

110番の家ネットワーク会議」を開催します。（９月） 

・「子ども 110番の家」災害補償保険へ加入します。（11月） 
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１ 安心して暮らせるまちづくり 

 
 

 

[市民局区配] 

・地域防犯啓発事業 
   子ども110番の家プレートの作成【100千円】 

 

４ 特殊詐欺対策機器設置事業 【(２)100千円】《新規》 

   電話による振り込め詐欺等特殊詐欺被害が依然として多いことから、振

り込め詐欺等特殊詐欺対策機器が地域の電器店等で購入可能であり、かつ

設置サービスを行っていることをホームページ、チラシ等で周知します。 

 

５ 振り込め詐欺被害防止ボランティア 声かけ隊 

               【(元)200千円】《終了》 

無人 ATM 前での声かけ活動は、地域の皆さまによる防犯活動の一環とし

て自主的に活動が継続されるため、事業を終了します。 

 

《参考》 

【港北区内犯罪発生状況（暦年）】 

 27年 28年 29年 30年 元年 

犯罪発生件数 2,535件 2,237件 2,155件 1,735件 1,453件 

特殊詐欺 44件 73件 96件 58件 74件 

同被害額 9,700万円 3億100万円 3億3,900万円  2億4,800万円 1億8,400万円 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(1) 

大規模スポーツ大会 

開催機運醸成事業 

（単位：千円） 

２予算 3,750 

元予算 3,450 

増▲減 300 

区政推進課 
地域振興課 

 
 
【差引理由】 
コミュニティライブサ

イト実施に伴う増 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 元年に開催されたラグビーワールドカップ2019™、３年度に開催が予定さ

れる東京2020オリンピック・パラリンピックを契機に、区の魅力と区民のふ

るさと意識の向上を図ることを目的とし、大会開催機運醸成及び大会開催後

のレガシーの定着に向けた取組を地域や関係機関と連携して実施します。 
 

【主な内容】 

１ 開催機運醸成事業 【(２)1,100千円、(元)750千円】 
慶應義塾大学や地域と連携し、東京2020オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会等の開催機運醸成を図る事業を実施します。 

年 Ｒ２ Ｒ３ 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 

東京2020オリ

ンピック・パ

ラリンピック 

                 

 
・コミュニティライブサイト（横浜ラポール、８月予定） 

（東京2020オリンピック・パラリンピックの延期に伴い、今年度は中止） 

 ※ライブサイト 

  オリンピック・パラリンピック競技大会の期間中、競技会場外で

誰もが、大型スクリーンを利用した競技中継等を通じて競技観戦

を楽しみ、大会の感動と興奮を共有できる機会を提供する場です。 

・英国事前キャンプ関連イベント 

 

[市民局区配]  

・東京2020オリンピック・パラリンピックの機運醸成 

・英国事前キャンプの機運醸成 

 

２ ラグビーワールドカップレガシー事業 

【(２)1,450千円、(元)2,600千円】 

ラグビーワールドカップ2019™が港北区で開催されたことをレガシー

とする取組の一環として、小学生を対象とした事業を引き続き実施しま

す。港北区体育協会、慶應義塾大学、神奈川大学ラグビー部との連携協

力のもと、ラグビー体験出前教室やタグラグビーサポート派遣を小学校

の授業で実施するほか、ラグビー体験会及び港北カップ・タグラグビー

大会を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【タグラグビーサポート派遣】 【小学生ラグビー体験出前教室】 

 
・オリンピック開幕（7/24）【延期】→→→→→(7/23) 

 

・パラリンピック開幕（8/25）【延期】→→(8/24) 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 

 

   
 

  

 

 

    

 

(1) 小学生向けラグビーイベント 

・タグラグビーサポート派遣（新型コロナウイルスの影響により 
７月末までの開催を中止） 

・小学生ラグビー体験出前講座（新型コロナウイルスの影響により 
７月末までの開催を中止） 

・慶應義塾大学の協力による小学生ラグビー体験会（日程未定） 

（慶應義塾大学日吉ラグビーグラウンドにて開催） 

・第３回港北カップ・タグラグビー大会（新型コロナウイルスの影響 
により６月20日開催予定を延期） 

 

(2) 地域でのラグビープログラムの実施 

スポーツ推進委員と連携し、ラグビーワールドカップを機に地域に 

浸透したラグビーの取組を継続します。 

・各地区健民祭でのラグビープログラムの実施（10月） 

 

 

３ 新横浜暑さ対策（ミスト） 【(２)200千円、(元)0円】 

夏の暑さ対策として新横浜北側ペデストリアンデッキ上に元年度設置

したミスト式冷却装置について、東京2020オリンピック・パラリンピッ

ク大会においても設置します。 

設置期間：２年７月１日～９月30日 

（東京2020オリンピック・パラリンピックの延期及び新型コロナウイ

ルスの影響により、今年度は中止） 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 新横浜花火大会での記念花火打ち上げ（新型コロナウイルス 
の影響により中止） 

【(２)1,000千円、(元)0円】 

 

【港北カップ・ 
タグラグビー大会】 

【小学生ラグビー体験会】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(2) 

地域スポーツ推進事

業 

（単位：千円） 

２予算 1,450 

元予算 1,450 

増▲減 0 

地域振興課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 区内における地域スポーツの推進・活性化を図るため、港北区体育協会へ

の活動補助金交付及び、港北駅伝大会実行委員会への事業補助金交付を行い

ます。 
 

【主な内容】 

１ 港北区体育協会活動支援 【(２)450千円、(元)450千円】 

港北区体育協会に補助金を交付し、加盟20団体のスポーツ大会・教室

開催を支援します。 

  【加盟20団体一覧】（４月末現在、団体会則記載順） 

１ 野球協会 11 テニス協会 

２ ソフトテニス協会 12 相撲連盟 

３ 陸上競技協会 13 サッカー協会 

４ バレーボール協会 14 ゲートボール連合 

５ ソフトボール協会 15 柔道会 

６ 卓球協会 16 太極拳協会 

７ バスケットボール協会 17 中学校体育連盟 

８ スキー協会 18 少年野球連盟 

９ 剣道連盟 19 ミニバスケットボール協会 

10 バドミントン協会 20 ダンススポーツ連盟 

 

２ 港北駅伝大会開催支援 【(２)1,000千円、(元)1,000千円】 

地域スポーツの推進に寄与するとともに、地域における世代間交流を

図るため、港北駅伝大会実行委員会に補助金を交付し、大会の開催を支

援します。 

 

  【申込みチーム数】 

※29年度に一般の部の参加資格確認（在住・在勤・在学）を厳格化 
 

 統合事業費 

［スポーツ推進委員支援事業］【(２)2,563千円、(元) 2,929千円】 
・スポーツ推進委員地区活動補助金 
・事務費 

27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

270チーム 272チーム 245チーム 232チーム 235チーム 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(3) 

港北区商店街活性化

事業 
（単位：千円） 

２予算 1,380 

元予算 1,380 

増▲減 0 

地域振興課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

生活と地域コミュニティの中心となる場である商店街及び商店街店舗の認知度

および来訪者数を高めていくため、幅広い年代が参加できるイベントの開催や、商

店街による情報発信の継続的支援を行います。 
 

 

【主な内容】 

１ 商店街活性化事業 【(２)800千円、(元)1,180千円】 

  商店街及び店舗の魅力に触れながら、区内の商店街を巡るイベント「こうほく 

の商店街 ちょいつまみウォーク」を27年度から開催しています。 

６回目になる２年度は、区内の小学生全員にチラシを配付し、幅広い年代の方

が参加できる工夫をします。また、雨天時の開催方法等、効果的な実施方法を区

商店街連合会と調整しながら開催します。（11月開催予定） 

また、新型コロナウイルス感染症に対する緊急対策として、港北区商店街連合

会組合が実施する衛生措置に対して支援を行います。 

 

 【こうほくの商店街ちょいつまみウォーク 実施状況】   

年

度 開催日 
参加 

商店街数 

参加 
店舗数 

当日 

参加者数 

(申込者数) 

参加費 

(保険料等) 

申込 

方法 

優先

申込

※１ 

27 11月28日 

（土） 
９商店街 59店舗 

662人 

(880人) 
無料 

FAX・ 

Eメール 
なし 

28 
11月26日 

（土） 
12商店街 70店舗 

839人 

(1,000 人) 
無料 

ウェブ

申込 
なし 

29 
11月25日 

（土） 
11商店街 66店舗 

554人 

(655人) 

300円 

/１人 

往復 

はがき 
あり 

30 
11月24日 

（土） 
11商店街 60店舗 

727人 

(823人) 

300円 

/１人 

ウェブ

申込 
あり 

元 
11月23日 

（土） 
11商店街 56店舗 

 ‐※２ 

(1,009人) 

300円 

/１人 

ウェブ

申込 
あり 

※１ 商店街で1,000円以上お買い上げの方に「優先参加申込用紙」を配 

付。優先参加申込用紙でお申込みいただくと抽選免除になる。 

 ※２ 元年度については荒天のため中止。（写真は30年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大曽根】 【妙蓮寺】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 

２ 商店街情報発信支援事業 【(２)580千円】《新規》 

スマートフォンの普及が進み、大きく情報発信のあり方が変化しています。 

そこで、区内の希望する商店街に対し、ホームページやSNSでのより効果的な 

発信のために、立ち上げ・運用・アプローチ手法を含めた広報戦略についてコ 

ンサルティングと継続指導を行います。商店街による自主的かつ継続的な情報 

発信により、商店街の認知度を高め、地域住民等の来訪者数を高めることで、 

地域の活性化を図ります。 

（新型コロナウイルスの影響により、現在は当事業内において、新型コロナウ

イルス感染症に対する緊急対策として、区ホームページ及びツイッターにおい

て、配達・持ち帰り・Web接客サービス等の実施店舗の情報を発信しています。） 

 

【経済局区配】 

港北区商店街活性化イベント事業補助金： 

商店街が主催して行うイベント開催経費に対する補助 

（元年度実績） 

・菊名東口商栄会「チャリティ縁日毘沙門天祭」 

・つなしまサマーフェスティバル実行委員会 

「つなしまサマーフェスティバル」 

・小机商店街協同組合「商店街で秋祭り」 

・妙蓮寺ニコニコ会「ジャズコンサートin妙蓮寺」 

 

 

３ 商店街一日体験事業 【(元)200千円】《終了》 

   「こうほくの商店街 親子で商店街を楽しもう」は、参加する店舗及び人数 

が限られているため今年度で事業を終了し、２年度は、小学生の参加促進を図 

る「こうほくの商店街 ちょいつまみウォーク」に一本化します。 

【こうほくの商店街 親子で商店街を楽しもう 実施状況】 

 28年度 29年度 30年度 元年度 

参加店舗数 ８店舗 ８店舗 ７店舗 ７店舗 

参加人数 

（うち小学生） 

148人 

(82人） 

161人 

(87人) 

117人 

(63人) 

113人 

（61人） 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(4) 

ウォーキングから始

まる健康づくり事業 

（単位：千円） 

２予算 1,104 

元予算 1,785 

増▲減 ▲681 

福祉保健課 
 

【差引理由】 
区制80周年記念関連の

健康づくり講演会等の

終了による減 など 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 ウォーキングをきっかけに健康づくりを推進するため、区民にウォーキン

グの楽しさや魅力をＰＲするとともに継続できるよう支援します。 
 

【主な内容】 

１ ウォーキング継続推進 【(２)255千円、(元)411千円】 

(1) 健康測定会の開催 

港北区のイベントや地域会場で、保健活動推進員とともに「健康測

定会」を開催します。 

 

【健康測定会の実績】 

 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

参加者数 1,178人 1,331人 840人 1,644人 1,353人 

実施回数 17回 22回 20回 25回 24回 ※ 

実施内容 
区民まつり、地区センターや地域ケアプラザまつり等で、

体組成、血圧、足指力、立ち上がりテスト等を実施 

※台風などの影響により、29回実施予定のところ、５回中止。 

 

(2) 健康測定会の従事者研修会の開催 

区保健師が講師となって、健康測定会の実施機会を踏まえ、地域会

場にてきめ細やかに対応します。 

 

(3) 健康測定機器のレンタル 

健康測定会で使用する最新機器をレンタルにて活用します。 

 

２ ウォーキング普及啓発 【(２)849千円、(元)1,374千円】 

  (1) 健康づくりのムーブメントの醸成 

・ウォーキングサポーター（保健活動推進員）企画の健康ウォーキン

グの開催（12月５日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【歩こう港北！健康ウォーキング】 

 

 

 

 

 

 

【健康測定会】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 

・よこはまウォーキングポイント歩数計アプリの機能等を活用した

イベントの実施（新型コロナウイルスの影響により６月は中止、 

10月予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【よこはまウォーキングポイント 歩数計アプリ画面】 

 

・雨の日でも歩きやすいウォーキングマップの作成（９月）《新規》 

 

局事業 

[健康福祉局] 

○よこはまウォーキングポイント事業 

スマートフォン専用の歩数計アプリを30年度から開始。従来の歩数計の

みで参加継続することも、歩数計アプリとの併用も可能。 

 

【参考】よこはまウォーキングポイント事業実績（元年12月末現在） 

 横浜市 港北区 

アプリ登録者数 43,084人 4,311人 
市の10.0％ 

区別順位１位 

 

 (2) ウォーキングの習慣化 

・ウォーキングイベントの企画及び実施についてウォーキングサポー

ター（保健活動推進員）を支援 

・「港北区ウォーキング手帳」の増刷（６月、3,000部） 

・健康づくりに取り組む働き世代や区内事業所を取り上げ、地域情報

誌等で紹介 

・ウォーキングミニ講座付きの健康測定会の実施（４会場）《新規》 

 

 

 

 

 

 

【港北区 
ウォーキング手帳】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(5) 

育もう「ふるさと港 

北」事業 

（単位：千円） 

２予算 9,315 

元予算 8,830 

増▲減 485 

地域振興課 
 

【差引理由】 
ふるさと港北ふれあい

まつりの警備体制の強

化に伴う増 
 
 
 
 
 
 
【ふるさと港北ふれ 

あいまつり】 
 
 
 
 
 
 
 
【大倉山観梅会】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【小机城址まつり】 
 

【事業の概要】 

 転入者の多い港北区において、区民の「ふるさと」意識を育み港北区への

愛着を深めるために、世代間・地域間交流の場を提供します。地域資源・歴

史的遺産を活用し、区民各層の交流の促進を図るほか、港北区に根差したＪ

１クラブである横浜Ｆ・マリノスとの連携・応援等を通じて、港北区の魅力

を内外にアピールします。 
 

【主な内容】 

１ ふるさと港北ふれあいまつり事業 【(２)4,860千円、(元)4,360千円】 

「ふるさと港北」意識の醸成を図るため、ふるさと港北ふれあいまつ

り実行委員会に補助金を交付し、子どもから高齢者・障害者・外国人と

いった多くの区民が一堂に会する場である「ふるさと港北ふれあいまつ

り」を開催します。また、警備体制を強化し、安全に事業を実施できる

ようにします。 

  ・実施内容 

メイン会場行事…ステージイベント、各種ブース出店、抽選会（10月） 

分会場行事…地区連合町内会が開催する盆踊り大会、健民祭等 

（７月～） 

健康づくり月間事業…講演会、健康相談等 

 

２ 大倉山観梅会事業 【(２)1,150千円、(元) 1,150千円】 

   港北区の観光及び商店街振興を図るため、大倉山観梅会実行委員会に

補助金を交付し、「大倉山観梅会」を開催します。 

・実施時期 ３年２月下旬頃 

・実施内容 舞踊・三曲演奏・地元の園児・団体のステージ・野点・ 

梅酒の販売  

 

[環境創造局区配]   

  ・ガーデンシティ事業【500千円】 

観梅会実行委員会への補助金 

 

 

３ 小机城址魅力プロモーション事業 【(２)1,450千円、(元)1,250千円】 

小机城址が続日本100名城に選定され全国的にも注目が集まっている

ことを契機に、「ふるさと港北」の意識を育む歴史的なシンボルとして小

机城址の魅力プロモーションに取り組みます。  

   

(1) 小机城址まつり（新型コロナウイルスの影響により中止） 

港北区の観光および商店街振興を図るため、小机城址まつり実行委 

員会に補助金を交付します。(新型コロナウイルスの影響により中止) 

<小机城址まつり概要> 

   ・日程 ４月26日（日） 

   ・内容 武者行列、小机城址太鼓・お囃子等のパフォーマンス、 

各町内会模擬店 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
【北条五代観光 

推進協議会】 
 
 

 

(2) 小机城址の歴史の魅力発信  

小机城址を紹介する案内冊子を作成・配布するとともに、横浜市歴

史博物館の学芸員による小・中学校への出前授業を実施します。 

 

(3) 北条五代観光推進協議会参画  

小机城址の効果的なプロモーションを行うため、小田原市が中心と 

なり北条氏ゆかりの城や史跡が存在する自治体で構成し、北条氏を切

り口に共同でＰＲを実施している「北条五代観光推進協議会」に参画

し、協議会の活動を通して小机城址の魅力をＰＲします。 

 

４ わがまち港北映像ライブラリー事業 【(２)600千円、(元)600千円】 

港北区の発展を知る方々の体験談を映像で残し、映像資料として公開

します。また、港北区の歴史や見どころの映像をWeb配信し、ふるさと意

識の醸成を図ります。 

(1) 新規映像や既存映像を活用した配信用映像の制作 

(2) Webサイト「港北映像ライブラリ」の管理・運営 

 

５ 「港北区には横浜Ｆ・マリノスがある」プロモーション事業 

【(２)755千円、(元)1,000千円】 

港北区の重要な全国ブランドでもある横浜Ｆ・マリノスについて、「ふ

るさと港北」の意識を育む大切なシンボルとして連携して事業等を行う

ことで、港北区のプロモーションに取り組みます。 

・区内の小学一年生向けにランドセルカバーを港北交通安全協会と連携

して作成・配布 

・連携ロゴを活かした出生届提出者対象のフォトフレーム作成・配布 

・横浜Ｆ・マリノスの地域貢献活動等の情報発信 

・選手の「一日区長」イベントなどの開催 

 

６ 青少年活動支援事業 【(２)500千円、(元)470千円】 

 ペットボトルロケット大会への参加を通じて、区民の親睦や連帯意識

の高揚、家族のふれあいを深めます。 

・実施時期 11月３日（鶴見川樽町公園） 

・実施内容 

 (1) ペットボトルで製作したロケットを飛ばし、飛距離を競います。 

 (2) ペットボトルロケットのデザインコンテストを行います。 

 

【ペットボトルロケット大会参加者数】  

 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

参加者数 700人 雨天中止 700人 雨天中止 600人 

 ※参加者数は、来場者を含めた概数 

 

 

 

 

 

【一日区長 
就任イベント】 

【ランドセルカバー】 

【ペットボトル 
ロケット大会】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(6) 

地域のチカラ応援事

業 

（単位：千円） 

２予算 3,281 

元予算 3,411 

増▲減 ▲130 

地域振興課 
 

【差引理由】 
地域のチカラ応援事業

推進懇話会経費の減 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

地域住民による地域課題の解決に向けた主体的な取組を支援するため公益

的な活動を行う団体に対して、補助金交付や広報、有識者からの活動に対す

る助言を行うことによる支援を行います。 
また、交流の場の提供などによる団体間の連携促進の取組を行います。 

 

【主な内容】 

１ 地域のチカラ応援事業活動補助金の交付等 

(1) チャレンジコース 【(２)2,793千円、(元)2,793千円】 

区内で一定の活動実績がある団体のさらなる公益的事業を対象に、１ 

団体最長５年間上限30万円の補助金を交付します。 

【交付団体数・交付金額】 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

団体数 23団体 19団体 19団体 18団体 14団体 

金額 3,032 千円 2,558 千円 2,465 千円 2,768 千円 2,709 千円 

 

(2) パートナーシップコース 

   区のエリアより小さな地域の事業に対し、港北区役所の名義使用承諾 

および広報などの活動支援を行います。 

【承認団体数】（２年度は４月末時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

団体数 ８団体 ８団体 ８団体 ７団体 ４団体 

[市民局区配]  

元気な地域づくり推進事業 

・スタートアップコース：【450千円】新たに始める事業対象 

１団体最長２年間上限５万円（年間を通じて申請を受け付けます） 

・地域元気づくりコース：【1,000千円】 

自治会町内会を含む２つ以上の団体が連携して取り組む事業 

１団体最長５年間上限25万円 

 

【交付団体数・交付金額】（2年度は4月末時点） 

  28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 

スタート

アップ 

コース 

団体数 8 団体 7 団体 9 団体 10 団体 ３団体 

金額 232 千円 250 千円 354 千円 418 千円 130 千円 

地域元気

づくり 

コース 

団体数 5 団体 5 団体 6 団体 4 団体 ５団体 

金額 1,250 
千円 

1,200 
千円 

1,237 
千円 

624 
千円 

854 
千円 

 

【募集パンフレット】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

２ 団体間の連携促進の取組 【(２)488千円、(元)618千円】 
   地域のチカラ応援事業活動補助金申請団体による公開提案会、報告会・

市民活動交流会を開催します。有識者（地域のチカラ応援事業推進懇話

会※委員）からの助言や団体同士の交流会による団体間の連携を促進し

ます。 
また、補助金交付団体以外の活動団体の交流・情報交換についても促

進を図ります。 
・公開提案会（４月18日）（新型コロナウイルスの影響により中止） 

・中間報告会・市民活動交流会（10月31日予定） 

   ・最終報告会・市民活動交流会（３月６日予定） 

   ・専門家による助言（随時） 

 

※地域のチカラ応援事業推進懇話会 
  市民活動の経験者、学識経験者などで構成されています。（５人） 

   区の求めに応じて当事者の推進や補助金申請団体の活動に関して助言 
を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

[市民局区配] 

元気な地域づくり推進事業 

   ・「港北つなぎ塾」（「協働」の地域づくり大学校）の開催【990 千円】 

   市民活動団体の方や地域で活動されている方々と、区役所職員が、 

共に「協働による地域づくり」を推進できるよう、港北区の特性を踏ま

えた協働の取組事例を学びつつ、グループワークなどを通して地域課題

の解決手法や魅力づくりを学びあう場です。 

 

 

 

 

 

【元年度 中間報告会・市民活動交流会】 

【元年度港北つなぎ塾】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(7) 

港北魅力発見事業 

（単位：千円） 
２予算 3,385 

元予算 3,385 

増▲減 0 

区政推進課 
 

 
 

 
【第７回オープンガー

デン参加会場】 
 
 
 
 
 
 
 
 

【第７回オープンファ

クトリーの様子】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 港北区の魅力を発信し、区民の地域への愛着を深めるためのイベントを実

施します。 
 

【主な内容】 

１ オープンガーデン 【(２)2,400千円、(元)2,400千円】 

個人のお庭やグループで育てている花壇等を公開し自由に巡ってい

ただくことで、区の魅力を再発見し、花や緑を通じた交流を促進するこ

とを目的としたイベントを開催します。家族連れなど多くの方に楽しみ

ながらお庭を巡ってもらえるよう、イベント期間中にスタンプラリーを

実施します。 
秋以降、３年度（第９回オープンガーデン）に向けた企画準備を進め

ます。 

  （２年度のイベント（第８回港北オープンガーデン）は、新型コロナウ

イルスの影響により開催を中止しました。） 

 

[環境創造局区配] 

・ガーデンシティ事業： 

 オープンガーデンの参加会場向けプログラムの実施 

 オープンガーデンのパンフレット作成 

                  【1,500千円】 

[市民局区配] （再掲） 
・英国事前キャンプの機運醸成： 

 イギリス発祥のオープンガーデンに関連したプログラムの実施 

                        

 

 

２ オープンファクトリー 【(２)985千円、(元)985千円】 

市内18区の中で最も製造業の事業所が多い港北区において、普段見る

ことのできない区内企業の工場を見学することで、ものづくりの魅力を

発見していただくことを目的としたイベントを開催します。 
（開催手法については、新型コロナウイルスの今後の状況を踏まえ、決

定します。） 
 

［経済局区配］ 

 ・ものづくり経営基盤強化事業： 

オープンファクトリー委託費の一部【600千円】 

（区づくり推進費と合算して執行） 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 

 

 

【参考】オープンガーデン 
 開催日数 公開箇所  延べ来場者数 

27年度（第３回） ６日 81 約 6,600 人 

28年度（第４回） ６日 65 約 7,300 人 

29年度（第５回） ６日 84 約 8,300 人 

30年度（第６回） ６日 87 約 8,300 人 

元年度（第７回） ４日 100 約 8,400 人 
 
【参考】オープンファクトリー 

 
 
 

 開催日数 見学箇所 延べ参加者数 

27年度（第４回） ３日 ９ 195人 

28年度（第５回） ２日 10 311人 

29年度（第６回） １日 14 283人 

30年度（第７回） ２日 11 267人 

元年度（第８回） 開催中止 － － 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(8) 

芸術文化振興事業 

（単位：千円） 

２予算 2,000 

元予算 2,000 

増▲減 0 

地域振興課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

区内の芸術文化振興を図るため、質の高い芸術に触れる機会を提供する鑑 

賞型事業と、区民の文化活動の発表の場を提供する参加型事業を実施します。 

 

【主な内容】 

１ 港北芸術祭実行委員会主催事業【(２)2,000千円、(元)2,000千円】 

  (1) 鑑賞型事業 

・狂言（新型コロナウイルスの影響により中止 ４月19日 港北公会堂） 

    狂言２演目の公演。また、初めて狂言を鑑賞する方にも気軽に楽し

んでいただけるよう、各演目の前に解説等を行います。 

・谷口英治セクステット（調整中 横浜ラポール） 

日本を代表するジャズトロンボーン奏者「谷口英治」によるスウィ

ングジャズのコンサート 

・フルート・ヴァイオリン・ピアノ室内楽コンサート 

（11月21日 慶應義塾日吉キャンパス協生館 

 藤原洋記念ホール） 

 ヨーロッパ等で数多くのオーケストラと共演したフルート奏者やヴ

ァイオリン奏者、ピアノ奏者によるコンサート 

 (2) 参加型事業 

・さわってみよう！箏・尺八（調整中 港北区役所） 

   ・夏休み親子コンサート（調整中 横浜ラポール） 

   ・港北区中学校生徒音楽会（10月18日 英理女子学院高等学校体育館） 

・港北芸能大会（11月３日 横浜ラポール） 

・港北区小学校児童音楽会（11月４～６日 都筑公会堂） 

   ・港北三曲会演奏会（11月14日 横浜ラポール） 

   ・筆文字で遊ぼう（書道体験教室）（11月28日 港北区役所） 

   ・港北美術展（３月３～７日 大倉山記念館） 
 
【港北芸術祭実行委員会主催事業への来場者数】 

※28年度は横浜音祭り関連事業実施による増 

※29年度は港北芸術祭25周年記念事業実施による増 

※元年度は新型コロナウイルスの影響によりイベントを中止したことに

よる減 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

9,475人 11,733人 11,681人 9,168人 5,553人 

【チェロアンサンブル 
  元年 10月 19日港北公会堂】 

【さわってみよう！箏・尺八】 【夏休み親子コンサート】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 

２ 各種団体主催事業  

港北芸術祭に参加している後援行事について、広報よこはま港北区版へ

の記事掲載や文化情報ホームページへの情報掲載など広報による支援を行

います。 

・港北区民俗芸能のつどい（新型コロナウイルスの影響により中止 

５月31日 横浜ラポール） 

・港北区民ミュージカル（９月18日～20日 神奈川公会堂） 

・大倉山秋の芸術祭（10月31日～11月３日 大倉山記念館） 

・港北区合唱の集い（11月８日 都筑公会堂） 

・こうほく第九演奏会（12月 会場未定） 

・ウインターコンサート（12月 会場未定） 

・港北シンフォニーコンサート（２月 会場未定） 

 

【各種団体主催事業への来場者数】 

 

【参考】 

港北芸術祭実行委員会名簿 （五十音順・１月末現在） 

 

 

 

 

 

27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

15,287人 15,991人 13,543人 12,457人 14,777人 

岡 幹絵 コンサートの企画・構成・マネジメント 
鎌田 悠紀子 書道家 
栗田 るみ 港北区長 
五大 路子 女優 
小林 辰雄 港北区連合町内会長 
塩坂 靖子 押し花作家 
芳賀 美穂 声楽家 
平賀 三男 ジャズトロンボーン奏者 
堀 了介（会長） チェロ奏者 
三橋 貴風 尺八演奏家 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(9) 

区民活動支援事業 

（単位：千円） 

２予算 1,498 

元予算 1,498 

増▲減 0 

地域振興課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【情報誌「楽遊学」】 

 
 
 
 
 
 
 
【大倉山記念館オー

プンデイまちの先生

PR 展】 

【事業の概要】 

 区民の地域活動・生涯学習を支援するため、区民活動支援センターの運営、

情報誌「楽遊学」の発行、まちの先生事業、地域団体の育成の取組を実施し

ます。 
 

【主な内容】 

１ 区民活動支援センター事業 【(２)150千円、(元)200千円】 

区民の地域活動や学習に関する情報提供、相談対応、機材貸出などを

行います。 
（新型コロナウイルスの影響により４、５月は休館し電話・Eメール・

FAXによる相談対応のみとなりました。） 
 

 
 
 
 

  
 
 
２ 情報誌「楽遊学」の発行 【(２)955千円、(元)835千円】  

   区民活動の喚起のため、団体の活動や活動の場、支援情報の紹介など

を掲載した情報誌「楽遊学」を発行します。なお、より幅広い層に知っ

ていただくために区内の区民利用施設等の他、地域住民の交流の場であ

るコミュニティカフェ等にも配架します。 
・装丁 Ａ４版 ４ページ、年６回発行（16,000部/回） 

 

３ まちの先生事業 【(２)30千円、(元)30千円】 
様々な知識や経験を持つ区民（希望者）をまちの先生として登録いた

だき、地域や学校、公共施設等に紹介し、講座を開設するなど地域の交

流を図る制度を運用しています。 
また、まちの先生事業のＰＲのため、体験講座等を実施します。 

・まちの先生登録者数 141人 

 

４ 市民グループ・団体支援事業 【(２)180千円、(元)180千円】 
 市民グループ・団体の運営等の課題をテーマに、スキルアップのため

のカフェやセミナーを行います。  

   また、グループ・団体の活動拠点となる地区センターや地域ケアプラ

ザなどによる「施設間連携会議」を年１回開催します。 

 

 

  

 

【区民活動支援センター】 【イベント等のチラシの配架】 

[市民局区配] 元気な地域づくり推進事業の一部【280千円】 
・地域団体情報提供事業として、「港北区グループ・団体ガイド」を発

行します。 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(10) 

地域振興活動事業 

（単位：千円） 

２予算 2,870 

元予算 1,955 

増▲減 915 

地域振興課 
 

【差引理由】 
自治会町内会区域図の

作成による増 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 住みよい地域を目指し、研修会等の実施を通じて、住民が協力し合って活

動している自治会町内会の活動を支援するとともに、自治会町内会永年在職

者の表彰などを通じて、住みよい地域づくりの推進を図ります。 

【主な内容】 

１ 自治会町内会との支援・連携 【(２)1,320千円、(元)1,000千円】 

    休日に補助金申請等の受付を行い、併せて自治会町内会運営の相談を

受けます。自治会町内会の円滑な運営及び自治会町内会の負担軽減を図

ります。 

「自治会町内会掲示板への掲示物」「自治会町内会班回覧の回覧物」等

を各自治会町内会へ送付します。 

  ・送付回数：年10回（定例会が休会となる８月と12月を除く毎月） 

  ・送 付 先：単位自治会町内会 151団体 

  ・送 付 数：議題１件につき掲示物約1,200部、回覧物12,600部等 

（４、５月は掲示及び班回覧の依頼は行わず、単位自治会町内会長あて

に資料送付を行いました。） 

 

２ 自治会町内会長永年在職者表彰の実施 【(２)950千円、(元)950千円】 

自治会町内会長の日々の活動に対して感謝の意を表するため、会長在

職５年（区長表彰）、10年以上５年ごと（市長表彰）、地区連合町内会長

在職10年（市長表彰）の自治会町内会長永年在職者を表彰します。 

 

 ３ 自治会町内会区域図の作成 【(２)600千円】《新規》 

   現状に合わせた自治会町内会の区域図作成し、正確に加入希望者等に

該当の自治会町内会をお伝えします。 

 

 

[市民局区配] 

・地域活動推進費 
区連合町内会、地区連合町内会、単位自治会町内会への補助 

 ・防犯灯維持管理費補助金 
  自治会町内会所有の防犯灯に対する維持管理費の補助 
 ・自治会・町内会館整備費補助金 
  自治会町内会館の新築、改修、修繕等整備費の補助 

（２年度予定）修繕：師岡地区連合町内会、綱島中町自治会、 
仲手原自治会、小机愛宕町内会 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【参考】 

加入促進に向けた取組 

・自治会町内会案内チラシ、加入促進啓発ごみ袋の作成 

   区役所では、転入者に配布される「暮らしのガイド」とともに自治会

町内会案内チラシと加入促進啓発ごみ袋を配布します。また、宅建協

会加入店にて転入者に配布します。（30年度に宅建協会と協定を締結） 

・区役所に申し出のあった加入希望者の自治会町内会への取り次ぎ 

・建築局に提出されたマンション計画の地元自治会町内会への情報提供 

・広報よこはま、タウン誌への記事掲載 

・「自治会町内会活動のしおり」配布（加入促進に関するＱＡの掲載） 

・まつり他イベントへの広告掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【自治会町内会用案内チラシ】 
 

【加入促進啓発ごみ袋（バイオマス）】 
 

【大倉山観梅会への区連会広告掲載】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(11) 

読書活動推進事業 

（単位：千円） 

２予算 800 

元予算 700 

増▲減 100 

地域振興課 
 

【差引理由】 
読書活動推進目標改

定などによる増 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 「港北区読書活動推進目標」に沿ったイベントの開催や、読書関係団体の

ネットワークづくりや各種活動を支援することで、区の地域性に応じた読書

活動を推進します。 
 
【参考】 
港北区読書活動推進目標 
〔目標１〕子ども達の成長に応じた読書活動の推進 
〔目標２〕だれもが読書に親しみ、楽しむきっかけづくりの推進 
〔目標３〕図書館・関連施設・地域が協働した読書活動の推進 
〔目標４〕ふるさと港北を知り学ぶ読書活動の推進 

 

【主な内容】 

１ みんなで遊ぼう本とであおう事業 【(２)100千円、(元)100千円】 

幼少の頃から子どもたちの成長段階に応じ、本に親しみ、楽しむきっ

かけづくりを推進します。 

(1) ブックガイド配布 （通年） 

絵本を介して親子がふれあうきっかけづくりをするブックガイド「お 

ひざでだっこで楽しむ絵本」を出生届時に配布します。 

 

(2) 紙芝居制作イベント（日程未定 全３回 港北図書館） 

主に小学生を対象に、紙芝居制作イベントを開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) みんなで遊ぼう本とであおうイベント（11月 横浜アリーナ） 

横浜アリーナが実施する「ヨコアリくんまつり」と併せて、読み聞か 

せやお薦め本の紹介、地域の昔話を題材にした紙芝居の上演等を行うイ 

ベントを開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【紙芝居制作イベント】 

【本とであおう！絵本広場】 【紙芝居上演】 

【ブックガイド 
「おひざでだっこで 

楽しむ絵本」】 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２ 読書団体連携事業 【(２)300千円、(元)370千円】 

だれもが読書を親しみ、楽しむきっかけづくりや、図書館・関連施設・

地域が協働した読書活動を推進するため、区内の読書関連施設や、読み

聞かせ等を実施する団体と連携したイベントや情報交換を実施します。 

また、区内の読書関連情報の発信を行います。 

(1) 読書フェスティバル（11月） 

区内図書関連施設と図書館、区が協働して、本と出会える場所のＰＲ 

や、読書啓発につなげるためのイベント情報発信を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 港北区よみきかせネットワーク（年１回） 

地域で読書活動する団体の情報交換を目的とした交流会「港北区よみ 

きかせネットワーク」を開催します。 

 

(3) 区内読書関連の情報発信（通年） 

区内の図書貸出施設や、施設ごとの蔵書等の情報を集約し、ホームペ 

ージで発信します。 

 

(4) 港北区読書活動推進連絡会（年２回） 

26年度に港北区読書活動推進目標を策定した際のメンバー（小・中学 

校、保育園、港北区書館、地区センター）で構成する連絡会を開催しま 

す。 

 

 ３ 港北区読書活動推進目標改定及び港北図書館ＰＲ事業 

【(２)300千円】《新規》 

   「港北区読書活動推進目標」の改定及び港北図書館開館 40 周年に併

せ、区の読書に関する取組や図書館の活用促進をＰＲします。 

 

４ ふるさと紙芝居支援事業 【(元)130千円】《終了》 

   ふるさと伝承に関する紙芝居制作の終了に伴い、事業を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

【イベントカレンダー 

（元年度作成）】 

[教育委員会区配] 【230千円】 

・読書活動推進事業：区づくり推進費と合算して、読書活動推進関連 
         のイベントを実施 

 

【港北区本との出会いマップ-図書

貸出施設・閲覧施設-（30年度作成）】   
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(12) 

こうほく３Ｒ推進事

業     

（単位：千円） 

２予算 1,626 

元予算 1,626 

増▲減 0 

地域振興課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 ヨコハマ３Ｒ夢プランに基づき、市民・事業者・行政が協働して３Ｒの推

進に取り組むことができるよう、広報・啓発・支援等を行います。特にプラ

スチックごみの問題が世界的に注視される中、積極的に啓発等を行う必要が

あります。また、ごみの散乱や不法投棄のない、清潔できれいな街づくりを

推進します。 
 

【主な内容】 

１ 街の美化の推進 【(２)355千円、(元)353千円】 

(1) キャンペーン活動の実施 

・ポイ捨て・歩行喫煙防止啓発 

啓発キャンペーン(日吉駅など)( 新型コロナウイルスの影響により 
５月中止、10月、11月未定) 

・地域清掃活動支援 

自治会町内会や学校・企業などの地域清掃支援(通年) 

不法投棄地域清掃支援(新羽大熊農業専用地区(年２回)) 

新横浜駅前周辺清掃(月１回 新型コロナウイルスの影響により 
４～６月は中止) 

横浜アリーナ周辺清掃(月１回 新型コロナウイルスの影響により 
４～６月は中止) 

日吉駅周辺清掃（年４回 新型コロナウイルスの影響により６月は 

中止） 

 

(2)  不法投棄防止対策 

ポイ捨て防止看板作成・設置、不法投棄監視システムの維持管理 

 

２ ３Ｒ夢行動の推進 【(２)1,271千円、(元)1,273千円】 

(1)  ３Ｒ夢行動・清潔できれいな街づくり推進者表彰 

「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」行動の推進及び清潔できれいな街づくりの 

推進に功労のあった個人又は団体等の表彰（２月） 

 

(2)  ３Ｒ夢推進事業 

・３Ｒ夢普及啓発 

地域イベント、大型スーパー店頭、分別啓発地域説明会（通年・約

50回） 

・生ごみ減量化の取組 

土壌混合法説明会（月１回・４～10月 新型コロナウイルスの影響 
により４～６月は中止） 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 

(3)  ３Ｒ夢学習事業 

３Ｒ夢なクッキング講座、保育園・小中学校などへの出前教室、収集 

事務所等での環境学習（通年・約20回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)  こうほく３Ｒ夢活動助成金 

・３Ｒ夢プラン行動の推進と街の美化活動の促進のための活動助成 

金の支給（年額３万円） 

   ・環境事業推進委員への支援（施設見学会） 

 

 

 

 

【参考】 

【港北区の１人１日当たりのごみと資源の総量】 
 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

目標(g) 600 587 579 569 562 

実績(g) 593 581 574 562 560 

差引(g)(実績－目標) ▲7 ▲6 ▲5 ▲7 ▲2 

 

統合事業費 

［クリーンタウン横浜事業］【(２)1,870千円、(元)1,850千円】 
【事業の概要】 

 ごみの散乱や不法投棄のない、清潔できれいな街づくりが特に必要と認め

られた美化推進重点地区での美化活動を推進します。 
また、慶應義塾大学日吉キャンパスが、東京２０２０オリンピック・パラ

リンピックの英国代表チームの事前キャンプ地となったことを契機に、平成

30年10月に新たに日吉駅周辺を美化推進重点地区に指定しました。 
【主な内容】 

１ 街の美化の推進  

(1)  新横浜駅周辺（美化推進重点地区及び喫煙禁止地区） 

美化推進員活動（週３回、通年 新型コロナウイルスの影響により

５月31日まで休止） 

(2)  日吉駅周辺（美化推進重点地区） 

    美化推進員活動（週２回、通年 新型コロナウイルスの影響により

５月31日まで休止） 

委託による清掃活動（月１回、通年） 

 

 

 

【3Ｒ夢なクッキング講座】 
 

【保育園での出前講座】 
 

[資源循環局区配]  
・ヨコハマ３Ｒ夢広報啓発事業：啓発物品の購入費 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(13) 

港北エコアクション

推進事業 

（単位：千円） 

２予算 3,176 

元予算 3,076 

増▲減 100 

区政推進課 
 

【差引理由】 
港北水と緑の学校事業

の人件費単価の上昇に

伴う運営委託費の増 
 
 
 
 
 
 
 
 
【港北水と緑の学校

小学生向け講座】 

 
 
 
 
 
 
 
【港北水と緑の学校

一般向け講座】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 「温暖化対策」「みどりアップ」「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」の３つの取組を

「港北エコアクション」として一体的に進めます。 
 また、鶴見川などにおいて、小学生及び一般区民を対象にした環境防災学

習講座「港北水と緑の学校」を実施するとともに、地産地消の取組の普及啓

発を進めます。 

【主な内容】 

１ 港北水と緑の学校事業 【(２)2,700千円、(元)2,600千円】 
   環境活動や防災活動が継続的に地域に根付くことを目指し、鶴見川流

域の自然環境と防災などについて学習する体験型講座を実施します。 
区内小学校向け講座：５～10月（18回） 

（区内小学校向け講座は、新型コロナウイルスの影響により 

夏休み前までの実施を中止） 

一般向け講座：秋ごろ（２回） 

小学生の学習成果の展示会：２・３月（２回） 

  

 

［環境創造局区配］ 

・市民が森に関わるきっかけづくり事業【150千円】 

 慶應の森の生きもの探険隊 

  

 【港北水と緑の学校事業】 
 実施回数 参加者数 

27年度 17回（小学校向け） 1,755人 

28年度 20回（小学校向け 18回、一般向け２回） 1,952人 

29年度 20回（小学校向け 18回、一般向け２回） 1,983人 

30年度 20回（小学校向け 18回、一般向け２回） 1,763人 

元年度 20回（小学校向け 18回、一般向け２回） 1,904人 

 
【参考】港北水と緑の学校事業 一般向け講座実施概要（元年度） 

・慶應の森の生きもの探険隊（９月21日（土）、慶應義塾大学日吉キャン

パス） 

参加者：43人 

・新横浜公園講座（11月９日（土）、新横浜公園・鶴見川流域センター） 

参加者：22人 

 
 ２ 屋上庭園運営事業 【(２)300千円、(元)300千円】 
   屋上庭園部分の維持管理を区民と連携して実施します。 

区庁舎及び太尾小学校：通年 
 
 ３ 港北エコアクション推進本部事業 【(２)176千円、(元)176千円】 

広報よこはま等を活用し、温暖化対策や地産地消等の普及啓発を行い

ます。 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【港北区直売所マッ

プ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 ［環境創造局区配］ 

・身近に感じる地産地消の推進事業： 

港北区直売所マップの更新・増刷等地産地消の推進【600千円】 

     ・「公共施設・公有地での緑の育成」事業： 

区庁舎花壇の除草等【100千円】 

 

 

【参考】港北区直売所マップ発行（元年度） 

 ・区内の野菜・果物・花苗等の直売所、よこはま地産地消サポート店等

を紹介（３月末発行 13,000部） 

  ・４月から転入者セットに同封し、区ホームページにも掲載 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(14) 

データ活用によるま 

ちづくり推進事業 

（単位：千円） 

２予算 1,250 

元予算 1,250 

増▲減 0 

区政推進課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

「横浜市官民データ活用推進基本条例」の制定及び「横浜市官民データ活

用推進計画」の策定を踏まえ、データ活用を通じた課題解決や地域活性化の

取組を進めます。 
 

【主な内容】 

１ 区におけるデータ活用検討 【(２)1,250千円、(元)1,250千円】 

(1) スポーツを通じたデータ活用推進事業（慶應ＳＤＭ※連携事業） 

ラグビーワールドカップ2019™や東京2020オリンピック・パラリンピッ

クの開催を契機に、身近なスポーツをテーマとして、データ活用に興味

を持つ取組を推進します。 

※慶應ＳＤＭ：慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科 

 

 29年度 30年度 元年度 

小学校でのスポ

ーツデータサイ

エンス教室 

５年生 

３クラス113人 

（１回） 

３年生 

３クラス99人 

（４回の授業） 

３年生 

４クラス138人 

（４回の授業） 

データ活用ワー

クショップ 
25人 70人 ２月実施予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数回の授業の中で、個人やチームの体力・運動能力や意識の変化

を可視化して授業の中でフィードバックしました。子どもたちは、デ

ータや映像を通して、普段の体育の授業だけでは意識していなかった

自分やチームの動きを分かりやすく理解することができました。 

過去と現在のデータを比較し、自分自身の「伸び」を実感するなど、

データを活用した取組への関心に繋がっています。 

【GPS/GNSS デバ

イスを着けて測定】 

【ドローンで空から

撮影】 

【動画でのフォームチェック】 

【振り返り授業の様子】 

【走行距離や加速回数など、普段は測れない数

値を一人ひとりに返した振り返りシート】 

小学校でのスポーツデータサイエンス教室（日吉台小学校） 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 

【参考】元年度の取組 

・データ活用ワークショップ 

    慶應義塾大学の学生や、システム開発者、教員などが集まり、デー

タやスポーツ等で港北区のまちづくりにつなげるためには何をすれば

よいかについてワークショップを行いました。 

 

 

・その他の連携の取組：港北区をフィールドとした実習（４～７月） 

慶應ＳＤＭでのシステムデザイン・マネジメントの基礎的考え方を

学ぶ実習において、受講生が、港北区の課題を解決するための新しい

システムのアイデアを創出し、その設計と検証までを行いました。 

 

 

慶應ＳＤＭ連携事業 

29年６月１日に、慶應ＳＤＭと港北区は、スポーツデータの活用検討などを実践し、

教育研究成果の検証、スポーツを通したコミュニティの創出などにより、相互のさらな

る発展に寄与することを目的として、連携協定を締結しました。 

 

 

 
 
 
 

(2) まちづくりにおけるＧＩＳの活用 

位置情報とデータを重ね合わせるＧＩＳの活用を進め、情報の地図上 

での可視化やその調査・分析から、まちづくりに繋げていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【商店街で活動する慶

應大学学生の様子

（元年度）】 

【データ活用ワークシ

ョップ】（元年度） 

【ＧＩＳ活用による

野菜等の直売所マッ

プ】 

46



２ 活気にあふれるまちづくり 

 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(15) 

まちづくり調整費 

（単位：千円） 
２予算 4,490 

元予算 1,890 

増▲減 2,600 

区政推進課 
 

【差引理由】 
区民意識調査の実施に

よる増 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 区内のまちづくりの円滑な推進や地域の課題の解決に向けた、調査や関係

機関との調整を行います。 
 

【主な内容】 

１ まちづくり調査費・まちづくり調整事務費 

【(２)1,990千円、(元)1,890千円】 

・区の課題に合わせた適切なまちづくり調整の実施 

 

[SIB本格実施に向けたモデル事業として、オンライン健康医療相談 

サービスを活用した社会実証] 

（政策局事業（一部港北区負担））： 

子育て世帯の多い港北区において、産婦人科医・助産師・小児科医に

相談ができるオンライン遠隔健康医療相談サービスについて、モデル事

業として実施し、出産や子育てに対する不安の軽減や、より適切な小児

医療の受診に繋がる効果を検証します。 

また、民間資金の導入や成果連動型支払いを含めたＳＩＢ（ソーシャ

ル・インパクト・ボンド）モデル事業として実施します。 

 

【参考】 

 まちづくり調査 

 実施内容 

27年度 子育て情報提供サービスの現状と課題把握 

28年度 公共的施設への案内表示対応 

29年度 港北国際交流ラウンジの活性化検討調査 

30年度 篠原城址緑地の魅力発信のための整備図作成 

元年度 大倉山駅周辺の案内表示対応 

 

区局連携促進事業（都市整備局） 

  ［日吉駅（西口）周辺まちづくりの推進事業］【(２)5,000 千円】 
   歩行者の安全の確保等が課題となっている日吉駅西口周辺について、

歩道空間の確保等に向けたまちづくり手法を検討します。２年度は、主

に地域との意見交換や、交通量調査等の現状分析及び課題の整理を行い

ます。 

 

２ 区民意識調査費 【(２)2,500千円】《新規》 

・地域の課題・区民ニーズ・意向を的確に把握するための区民意識調査 

の実施（４年ごと） 

調査対象者：無作為抽出した18歳以上の区民3,000人、インターネット

登録モニターに登録している18歳以上の区民400人 

調査方法：郵送調査及びインターネット登録モニターによる調査 

調査期間：５～６月 

結果公表：９月以降 
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２ 活気にあふれるまちづくり 

 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

２－(16) 

小机マルシェ実施事

業 

（単位：千円） 
２予算 10,082 

元予算 15,000 

増▲減 ▲4,918 

区政推進課 
 

【差引理由】 
マルシェ実施期間が短

くなったことによる減 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 東京2020オリンピック・パラリンピックの開催に併せて、サッカーの試合

が行われる横浜国際総合競技場の最寄り駅である小机駅周辺の賑わい創出や

横浜の魅力をＰＲするため、マルシェを実施します。 
 

【主な内容】 

 小机マルシェ実施事業 【(２)10,082千円、(元)15,000千円】 

  東京2020オリンピック・パラリンピックの大会開催日に、小机駅周辺で

マルシェを開催し、賑わいを創出します。飲食も楽しめる設えとするほか、

地場野菜に触れる機会を提供するなど、来街者のおもてなしや横浜市・港

北区のＰＲにつなげます。 

 

 実施日：７～８月の４日間（新型コロナウイルスの影響により開催中止） 

 

 

 【参考】元年度小机マルシェの開催実績 

  

 
【開催状況】 

 開催時間 延べ来場者数 
元年９月 21 日（土） 10 時～15 時 約 900 人 
元年９月 22 日（日） 10 時～14 時 約 800 人 
元年 10 月 12 日（土） 

台風 19 号により中止 
元年 10 月 13 日（日） 
元年 10 月 26 日（土） 10 時～14 時 約 1,000 人 
元年 10 月 27 日（日） 10 時～15 時 約 1,200 人 

 延べ約 3,900 人 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

３－(1) 

「ひっとプラン港北」 

推進事業 

（単位：千円） 

２予算 3,023 

元予算 1,239 

増▲減 1,784 

福祉保健課 
 

【差引理由】 
第４期計画策定に係る

委託費及び印刷費の増 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 身近な福祉保健課題を解決するため、「第３期港北区地域福祉保健計画 
（ひっとプラン港北）」の区全体計画の推進と13地区ごとに策定した地区計画

の推進を支援します。また、現計画の最終年となることから次期計画（３～

７年度）を策定します。 
 

【主な内容】 

１ 第４期計画の策定、現計画の推進 【(２)2,133千円、(元)849千円】 

・第４期計画の区計画及び地区計画の策定業務委託（通年） 

・第４期区計画素案のパブリックコメントの実施（11月） 

  ・区全体計画を推進するとともに、地区計画サポートスタッフ（区役所・

区社会福祉協議会・地域ケアプラザの各職員）による各地区の状況に

応じた地区計画推進の支援を実施（通年） 

  ・「ひっとプラン港北」策定・推進会議の開催（６月・９月・１月） 

  ・地区連絡会議を開催し、計画推進における課題などの情報共有 

 

 

 【第４期計画策定スケジュール】 

年度 月 区計画 地区計画 

 

30年 

 

 

 

 

区民意識調査 

 

 

元年  

 

８月 

 

９月 

～ 

12 月 

 

２月 

 

 

 

策定・推進会議 

 

 

検討部会 

関係団体ヒアリング 

 

策定・推進会議 

 

２年 ６月 

 

９月 

 

 

１月 

 

３月 

策定・推進会議 

 

策定・推進会議 

 

 

策定・推進会議 

 

区民フォーラム（第４期計画周知） 

 

 

 

 

 

地区計画確定 

 

地区計画周知 

※ 新型コロナウイルスの影響により、２年度の日程は延期になる可能

性があります。 

 

区民意見募集 

次期計画決定 

 

区計画検討 

統計調査分析、第３期計画評価 

 

地区計画

検討・策

定 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

２ 計画周知・啓発 【(２)890千円、(元)390千円】 

  (1) 区計画及び地区計画の印刷・配布 

   ・第４期区計画冊子及び概要版、地区計画リーフレットの発行（３月） 

 

(2)ひっとプラン港北区民フォーラムの開催 

   ・区民フォーラムを実施し、第４期港北区地域福祉保健計画を周知し

ます。（３月） 

 
  【「港北ほくほくフェスタ」区民フォーラムへの参加者数】 

 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

参加者数 600人 600人 600人 480人 75人 

    ※29年度までは、社会福祉大会参加者数と合算 

     ※元年度：荒天のため延期、２年２月に規模を縮小して実施 

 

［健康福祉局区配］ 

計画冊子デザイン委託【835千円】 

［区社協予算］ 

ひっとプラン計画推進事務費等【1,460千円】 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

３－(2) 

地域子育てサポート

事業 

（単位：千円） 
２予算 9,898 

元予算 8,918 

増▲減 980 

こども家庭支援課 
 

【差引理由】 
新規事業による増 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

港北区は、転入や第一子の出生数が多く、慣れない土地で初めての子育てをする世

帯が多い特性がある一方で、地域の子育て支援活動が活発であるという強みがありま

す。港北区の特性を踏まえ、強みを活かし、子どもが伸び伸び育ち、養育者が安心し

て子育てできる環境づくりに向けて関係機関との協働の下、推進していきます。 
 

１ 養育者の子育てを応援する地域とのつながりづくり 

２ 健やかな成長、発達のための講座や相談等 

３ 認可保育所等の保育資源を活用した取組 

 

【主な内容】 

１ 養育者の子育てを応援する地域とのつながりづくり 

(1) 親と子のつどいの広場妊娠期支援事業【(2)900千円】《新規》 

   妊婦に向けた地域子育て支援の取組の周知強化を目的とし、区内６か所の 

親と子のつどいの広場にて実施するマタニティプログラムへの補助を行います。 

  同じ地域に住む先輩パパママやプレパパ・プレママと交流しながら、産まれて 

くる子どものためよだれかけやアルバム制作、沐浴体験などの子育て体験等のプ 

ログラムを実施します。 

 

(2) 包括連携協定を締結した民間企業との子育て支援事業【(2)200千円】《新規》 

   「区内の子育て支援及び青少年の育成を促進し、市民サービスの向上を図るこ 

と」を目的として包括連携協定を締結したダッドウェイ社の協力を得て、同社が 

放課後の児童を対象にした事業を実施する拠点（新横浜）の空き時間（主に午前 

中）に、地域の子育て世帯や子育て支援をしている方々が気軽に立ち寄れる交流 

の場等を開催します。 

 

(3) 「にんしん・あんしん・つながり」推進事業 【(2)526千円、(元)726千円】 

区内には地域の子育て支援施設（地域子育て支援拠点、親と子のつどいの広場） 

があります。妊娠中から施設との接点をつくり身近に感じてもらうことで、子ど 

もが生まれてからすぐの円滑な利用に結びつくことから、初産婦や転入してきた 

妊婦を対象に各施設で記念品をプレゼントし、施設利用のきっかけづくりを行い 

ます。 

２年度は、より利用を促進していくために周知のチラシやホームページの改訂 

をするとともに、４月より通年で実施します。 

 

・プレゼントの流れ 

① 引換チケット交付 

初産婦を対象にした両親教室の参加者と転入してきた妊婦に引換チケットを 

配布 

② 記念品のプレゼント 

チケットと引き換えに各施設のスタッフが記念品をプレゼント 

 【元年度】７月より事業開始。 

引換チケット配布数：500枚、記念品受取数：56件（3月末時点） 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

 

 

［こども青少年局区配］ 

〇親と子のつどいの広場補助事業（補助事業） 

地域の子育て中の親子（主に０～３歳の未就学児と保護者）を対象に、マンショ 

ンの一室や商店街の空き店舗などで、「子育て親子の交流」や「子育てに関する 

相談の実施」、「地域の子育て関連情報の収集・提供」などを行っています。 

 

〇母子保健コーディネーター（会計年度任用職員）による相談支援 

主に妊娠届出時から産後４か月までの継続した相談や支援を実施します。 

一人ひとりの状況に応じた産後までのスケジュールの確認や、両親教室等の産前 

産後に利用できるサービスのご案内や訪問等、保護者の不安や負担の軽減を図りま 

す。（年妊娠届出数：約4,000件） 

 

〇両親教室（初産婦とその家族が対象） 

区役所：3回連続講座×12コース、平日開催（年4回のみ土曜開催） 

 ※地域の関係機関と協働した両親教室（地域子育て支援拠点協働委託契約） 

主に平日、区役所で開催する両親教室に加え、区局連携促進事業にて、土曜日

を中心に地域子育て支援拠点、地域ケアプラザで産前産後の両親教室を開催し

ます。 

   ・拠点、ケアプラザ：36回、土曜開催 

 

    

区局連携促進事業（こども青少年局） 

 ○地域子育て支援事業におけるひととき預かり事業【(2)1,920千円】《新規》 

（港北区でのモデル実施） 

 

「親のリフレッシュの場の提供」と「親の預けることへの不安軽減」を目的に、 

 地域子育て支援拠点の親子の居場所内で「ひととき預かり」を実施します。 

  拠点の多機能性（相談機能、利用者支援機能）を活かし、利用前に預ける不安へ 

の相談対応や利用後のフォローや他の支援の場へのつなぎ等、預かりだけでなく、 

保護者が抱える困りごとに丁寧に向き合いながら、支援を展開します。 

   

・場所：地域子育て支援拠点（大倉山）とサテライト（綱島東）内の「親子の居 

    場所(交流スペース)」 

  ・体制：「子育てサポートシステムの提供会員（預かる人）」を４人常駐（常駐 

      により当日対応を実現） 

  ・利用枠 ：原則１回２時間の預かり枠、1か所あたり1日4枠 

・利用時間：10時～12時と13時～15時 

拠点が開館している平日（火、水、木、金） 

  ・利用料金：800円（１時間） 

 

(4) 地域育児教室（赤ちゃん会）【(2)1,839千円、(元)1,837千円】 

(新型コロナウイルスの影響により４、５月中止) 

０歳児（第１子）とその養育者を対象に、地域の会場で、赤ちゃんとの手遊び 

や育児の情報交換、仲間づくりなどを行います。２年度は、参加者の少ない会場 

を統合するため、22会場で実施します。（元年度24会場) 

・22会場で年10回程度実施 

 

 

52



３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

 

   27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 

開催回数 177回 188回 189回 237回 211回 

実人数 3,881人 3,958人 3,052人 3,355人 2,788人 

延べ人数 10,670人 9,456人 7,892人 9,554人 7,732人 

 
(5) 児童虐待防止対策事業 【(2)813千円、(元)813千円】 

要保護児童対策地域協議会（元気っ子育て連絡会）の関係機関が相互に連携し、 

児童虐待防止に取り組みます。 

   ・児童虐待防止啓発グッズの作成 

   ・啓発講演会の開催 

・区全体会議を年１回開催（７月９日） 

   ・民生委員・児童委員協議会地区（22地区）を単位とするエリア別連絡会 

を開催 

   ・継続20地区に加え、新たに２地区（新羽、下田）でのエリア別連絡会を開催

予定 

（今年度までに全22地区で開催予定） 

 

 
【ふるさと港北ふれあいまつり 虐待予防啓発ブースの様子】 

 

２ 健やかな成長、発達のための講座や相談等 

(1) 「ほめ方、しかり方のコツ」講座 【(2)320千円、(元)320千円】 

（新型コロナウイルスの影響により上半期中止） 

２歳６か月から３歳11か月の未就学児の子どもを持つ親を対象に、心理士等か 

ら子どもへの伝わりやすい言い方、ほめ方、叱り方など効果的なしつけを学びま 

す。 

１回講座を上半期(定員60人)と下半期(定員60人)でそれぞれ実施。 

【元年度】 10月に連続講座として実施。10月７日：37人、10月21日：31人 

        ※定員60人に対する充足率62％ 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

 

(2) 歯つらつ１歳児歯みがき教室 【(2)518千円、(元)518千円】 

（新型コロナウイルスの影響により４、５月中止） 

養育者と１歳児を対象に、歯科衛生士によるむし歯予防の話や、歯みがきの実 

習を行います。 

・年48回開催（予約制）、各20組 

 

  27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 

参加延べ人数 923人 971人 1,104 人 916人 778人 

 

(3) 母乳育児相談 【(2)222千円、(元)222千円】 

母乳のことでお困りの方に、助産師が相談を受けています。 

・年24回（月2回）開催（予約制）（年24回・192枠）※元年度より 

  27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 

相談者数 175人 171人 165人 190人 116人 

 

 

［こども青少年局区配］ 

○横浜市産後母子ケア事業（訪問型母子ケア） 

  外出が困難な状況にある方の居宅に直接助産師が訪問し、母乳育児をはじめと 

する様々な育児のアドバイスを受けながら育児方法を学ぶことができる場とし 

て、横浜市訪問型母乳相談事業を実施しています。 

利用料：1回につき9,000円（自己負担4,000円） 

利用回数：産後4か月未満、3回まで（1回につき60～90分程度） 

 

 
29年度 30年度 

元年度 

（2月末時点） 

港北区 
9人 

（14回） 

88人 

（174回） 

115人 

（192回） 

横浜市 
85人 

（130回） 

663人 

（1295回） 

769人 

（1466回） 

    ※30年1月31日より事業開始 

    ※訪問実人数（訪問延べ回数） 

 

(4) 「窓口対応満足度」向上事業 【(2)3,227千円、(元)3,182千円】   

お子さまと一緒に来所された方に、お待たせせず適切な情報を提供し、必要な 

手続きを円滑に行うために、窓口に案内員を配置します。また養育者が落ち着い 

て発達の相談ができるように、保育協力者を配置します。 

・窓口案内員の配置 平日：187日 土曜：24日 

  27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 

案内員配置日数 155日 160日 163日 164日 169日 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

 

３ 認可保育所等の保育資源を活用した取組 

  (1) 「保育園等による子育て支援」事業 【(2)1,333千円、(元)1,300千円】 

ア わくわく子育て広場 

子育て家庭を対象に、親子が一緒に参加して楽しめる、公私立保育所合同 

の育児講座を実施します。 

・日程：９月５日（土）（予定） 

・場所：港北福祉活動拠点（多目的ホール）、港北区福祉保健センター（乳

幼児健診会場） 

・実施内容：歌・体操、食育コーナー、区内保育所紹介パネル等 

 

  27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 

参加人数 1,607 人 1,330 人 1,194 人 1,512 人 1,680 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【わくわく子育て広場実施の様子】 

 

イ にこにこ広場 

地域の子育て家庭が気軽に参加できるよう、区内を北部、中部、南部の３ 
エリアに分け、各エリアで公私立保育所合同の育児講座を実施します。 

    ※３エリア４回実施予定 
  27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 

実施数 3 エリア計 5 回 3 エリア計 6 回 3 エリア計 5 回 3 エリア計 5 回 3 エリア 4 回 

参加延べ人数 633人 756人 582人 731人 494人 

 

ウ ベビーステーション 

乳児を子育て中の保護者が外出しやすい環境を整えるため、オムツの交換 
や授乳用の場所として保育所や公共施設等を開放する取組を行います。 
より多くの方に利用していただくために、ベビーステーションステッカー 

を作成し周知します。 
  27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 

参加施設数 38 施設 77 施設 81 施設 89 施設 92 施設 

 

エ 絵本の図書館 

① 絵本の貸出し 

区内保育所にて、地域の子育て家庭に絵本を貸し出す取組を実施します。 
２年度からは、区で購入した絵本を前年度の貸し出し実績に応じて配布す

ることで、各園がより地域の方のニーズに沿った絵本を貸し出せるよう支援

します。 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

 
  27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 

参加園数 26 園 28 園 28 園 35 園 35 園※2 

貸出数 6,105冊 ※1 1,371 冊 1,256 冊 1,320 冊 786冊 

寄贈数 486冊 651冊 455冊 807冊 577冊 

 ※1在園児への貸出含む 
 ※2回答があった園24園 

 

② 港北の昔ばなし紙芝居 

港北の昔ばなしを題材にした紙芝居の貸出しや、区民による自主活動グルー

プによる読み聞かせ会を実施するなど、子どもたちが港北の歴史について知り、

地域に愛着をもつための取組を行います。 

港北の昔ばなしを題材にした紙芝居の貸出しや、区民による自主活動グルー

プによる読み聞かせ会を実施するなど、子どもたちが港北の歴史について知り、

地域に愛着をもつための取組みを行います。 

＜港北の昔ばなし紙芝居の貸出し＞ 

・製作者：港北昔ばなし紙芝居の会「たまてばこ」 

・作品：港北の昔ばなしを題材にした全21作品 

・貸出方法：市立保育所５園にて貸出し、各園２セット保管。 

＜読み聞かせ会＞ 

・対象 1歳からの就学前までの乳幼児とその保護者 
・内容 港北の昔ばなし紙芝居を含めた２～３作品を上演、手遊び等 
・場所 区内保育所 
・時間 約 30分 
・費用 無料 
・実施団体 港北昔ばなし紙芝居の会「たまてばこ」 
 

 
 
 

  28年度 29年度 30年度 元年度 

実施回数 18回 36回 31回 27回 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

３－(3) 

区内保育所施設ＰＲ 

事業 

（単位：千円） 

２予算 2,275 

元予算 2,205 

増▲減 70 

こども家庭支援課 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

保育士の確保が困難な保育所を支援するため、学生や潜在保育士を対象と

した保育所の見学ツアー等の取り組みを行います。また、区内の保育所情報

を掲載した区独自の保育所等利用案内を作成します。 
 

【主な内容】 

１ 保育士確保事業【（２）1,225千円、（元）1,215千円】 

(1) 保育所職場見学ツアー（新型コロナウイルスの影響により中止） 

区役所職員がガイドとなり、保育士有資格者、保育士養成校の学生を 

対象とした区内保育所の見学ツアーを実施します（８～９月） 

ＨＰに申込フォームを作成するなど世代に応じた複数の申込方法を用 

意します。 

また、効果的な広報に行うことで参加者の増加を図り、雇用の確保に 

つなげていきます。 

・参加園：30園（予定） ・参加者数：20人 

 

(2) 保育士確保助言コンサルタント《新規》 

   保育士の採用や定着に苦慮している保育所に対して専門のコンサルタ 

ントを派遣する事業を区独自で実施します。 

   ・対象：港北区内保育施設（５園程度） 

 

(3) 保育士及び保育補助者を募集するポスターの作成・掲示《新規》 

保育士及び保育補助者を募集するポスターを自治会の掲示板等に掲示 

して、保育所への就労の入り口部分を支援する取り組みを実施します。 

・対象：潜在保育士、保育所で働きたい方 

 

２ 保育所等利用案内の作成 【(２)1,050千円、(元)990千円】 

市の利用案内ではカバーしきれない地区別の認可保育所や認可外保育 

所等の情報、保育サービスなどについてわかりやすく記載した港北区版 

の保育所等利用案内を作成します。 

 

 ・配布場所：区役所、行政サービスコーナー、区内認可保育所等、 

港北区地域子育て支援拠点「どろっぷ・どろっぷサテライト」 

  ・発行部数：15,000部(予定) 

 

 

 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 

参加園 41 園 36 園 46 園 41 園 26 園 

参加者数 48 人 37 人 19 人 21 人 6 人 

参加園への 

就職者数 
２人 ３人 ０人 ０人 ０人 

 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

発行部数 11,000 部 12,000 部 12,000 部 12,000 部 14,000 部 

【保育所職場見学ツアー】 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【保育所等利用案内】 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

３－(4) 

離乳食教室 

（単位：千円） 

２予算 1,158 

元予算 1,162 

増▲減 ▲4 

福祉保健課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【離乳食教室】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 食育の第一歩である離乳食について、支援が最も必要な７～８か月児を対

象とした離乳食教室を実施します。また、個々の離乳食の不安や負担感等の

軽減を図るために、子どもの個別栄養相談を実施します。さらに、離乳食を

円滑に進められるように４か月児健診で離乳食手帳を配布します。 
 

【主な内容】 

１ 離乳食教室の開催 【(２)844千円、(元)874千円】 

・回数：年間36回、月３回実施（新型コロナウイルスの影響により７月 

以降に実施予定） 

・内容：講話・試食・個別相談 

・会場：区役所（地域ケアプラザ会場は終了） 

 

【離乳食教室の実施回数及び参加者数等】 

 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

実施回数 30回 36回  36回 36回 33回 ※ 

参加者数 1,236人 940人  926人 863人 712人 ※ 

コース 
５か月～１歳 

４コース 

７～８か月 

１コース 

※新型コロナウイルスの影響により２月の参加者数減、 
３月（３回）は教室を中止。 

 

２ 子どもの個別栄養相談 【(２)72千円、(元)72千円】 

・対象者：生後５か月以降の子どもの養育者 

・回数：月３回半日、年間36回 

（４月に１回実施後は新型コロナウイルスの影響により中止、 

６月以降に実施予定） 

・会場：区役所栄養相談室 

・内容：子どもの個別栄養相談（１人当たり約１時間） 

 

【子どもの個別栄養相談実施状況】（健康福祉局区配と合算） 

 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

相談者数 42人 104人  116人 73人 ※ 93人 

※離乳食教室において、参加者が多い区役所会場を倍増（㉙12回→㉚24回）

させたため、参加者が分散し、教室終了時の個別質問への対応が可能と

なったことによる減 

 

 

[健康福祉局区配］ 

・健康づくり費 

乳幼児食生活健康相談を実施。子どもの個別栄養相談は、区配予算と合 

わせて月３回半日の定例日を設定した上で、別日も必要に応じて対応。 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

【離乳食手帳】 

 

３ 港北区離乳食手帳の配布 【(２)242千円、(元)216千円】 

離乳食の基礎知識をもってもらうために、離乳食手帳を作成し、４か

月児健診を受診する全ての養育者に配布します。（新型コロナウイルスの

影響により７月以降に実施予定。４～６月の４か月児健診対象者には健

診特例措置事業の個別通知発送時に離乳食手帳(473部)を送付済み。） 

   ・作成部数：4,000部（４月発行済） 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

３－(5) 

高齢者・障害者 

支え合い推進事業

（単位：千円） 

２予算 4,768 

31予算 4,728 

増▲減 40 

高齢・障害支援課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 高齢者・障害者支援についての理解を促進するため、区民向けの広報・啓

発事業を実施するとともに、関係機関の連携強化やスキルアップを目的に研

修等を開催します。 
 また、昨年度に続き地域起業セミナーを開催し、豊富な経験を有する高齢

者等が地域で活躍できる場を拡充するとともに、ビジネス的手法で地域課題

の解決に取組む環境づくりを進めます。 
 併せて、かかりつけ医や緊急連絡先等の情報を記載したシートを容器に入

れ冷蔵庫で保管する救急医療情報キットを、引き続き作成・配布します。 

【主な内容】 

１ 高齢者支援事業 【(２)1,555千円、(元)965千円】 

(1) 介護予防 
   地域で介護予防に取り組んでいる自主グループの代表者や元気づくり 

ステーション支援者を対象に、介護予防活動支援者向け研修会を開催し 
ます。 
 ・開催予定時期：未定 ・会場：区役所４階 会議室 

(2) 認知症支援 

   認知症高齢者の徘徊発生時に、早期に帰宅できるよう、家族等の連絡 

先などの登録情報を事前に区・警察・地域ケアプラザで共有する「かえ 

るネット」を運用します。またパンフレットを増刷し、普及啓発を進め 
ます。 

   また、認知症の人やその家族を支援する認知症サポーター養成講座の 
講師を務めている「認知症キャラバン・メイト」のつどいを開催します。 

新型コロナウイルスの影響により、６月に開催予定だった港北区認知

症初期集中支援チーム検討委員会は中止 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

(3) 地域包括ケアシステムの推進 

   地域包括ケアシステム構築に有効なツールである地域ケア会議※を効 
果的に開催できるよう、研修会等を実施します。 

   また、医療・介護・権利擁護・地域組織等の代表者を構成員とする区 

レベル地域ケア会議を開催します。 
新型コロナウイルスの影響により、５月に開催予定だった主任ケアマ

ネジャー向け研修会は中止 
※ 地域ケア会議：多職種協働による個別事例の検討等を通じて、地 

域のネットワーク構築や課題共有・解決等を行う会議 

【かえるネットパンフレット】 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

    
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

(4) セカンドキャリア地域起業セミナー 

豊富な経験を有する高齢者等が地域で活躍できる場を拡充するととも 
に、ビジネス的手法で地域課題の解決に取組む環境づくりを進めるため、 
地域起業セミナーを開催します。（10月開催予定） 

   対象者：地域における起業に興味のある高齢者、検討中の方等 
   実施方法：委託による３回連続講座の開催 

令和元年度実績：36人  
［健康福祉局区配］ 

・介護予防関連事業【（２）1,221千円、（元）1,457千円】 
地域の活動に歯科衛生士、栄養士、健康運動指導士などの専門職を派

遣することや、元気づくりステーションの支援など 
・認知症関連事業【（２）699千円、（元）539千円】 

認知症家族のための介護者セミナーを開催する事や、一般の区民向

けの認知症講演会の開催など 
・虐待予防関連事業【（２）71千円、（元）71千円】 

介護サービス従事者等向け虐待防止に関する研修会の開催、虐待防止

のためのネットワークミーティングの開催など  
【参考】 

港北区における高齢者の状況                  

 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

65歳以上人口 65,177人 66,506人 67,646人 68,416人 
69,251人 
（市内３

位） 

高齢化率 19.2％ 19.5％ 19.7％ 19.7％ 19.8％ 

認知症 

 高齢者数※ 
6,199人 6,427人 6,497人 6,714人 6,964人 

要介護 

認定者数 
11,203人 11,677人 11,917人 12,309人 12,566人 

※ 要介護認定データを基にした「認知症高齢者の日常生活自立度」Ⅱ以 
 上の認知症高齢者の人数 
 

【認知症講演会】 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

  

２ 障害者支援事業 【(２)788千円、(元)788千円】 

  (1)  研修・啓発講演会の実施 

   区自立支援協議会※や作業所等で支援機関の連携強化や職員の支援技 
術の向上のために、研修会を開催します。 

   また、障害理解のための啓発講演会を、区民向けに開催します。 
新型コロナウイルスの影響により、６月に開催予定だった自立支援協

議会全体会は中止 
  ※自立支援協議会…障害者等への支援の体制の整備を図るため、福祉、 

医療、教育又は雇用に関連する関係者が参加し、地域における支援体 

制の課題共有や連携の強化などについて協議を行います（障害者総合 

支援法89条の３）。 
 

【過去の啓発講演会テーマ】 

 テーマ 参加者数 

元年度 ペットロスについて考える 83人 

30年度 死にたい気持ちの受け止め方 20人 

29年度 災害におけるこころの健康 69人 

28年度 依存症への動機づけ面接法 53人 

27年度 青年期・成人期の発達障害の理解 352人 

26年度 自殺未遂者ケアについて 91人 

25年度 うつについて 30人 

 ※26年度から29年度は、横浜市立大学と共催で講演会を開催 

 

  (2) 健康講座の開催 

自身の健康についての知識等を得るために作業所の利用者向けに健康 
講座等を開催します。 

 
【健康講座実施状況】 

27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

５回 ４回 ８回 ５回 ４回 

71人 76人 95人 58人 54人 

 
  (3)  区内事業所紹介パンフレット作成 

   障害者の地域活動について区民に広く周知を図るため、区内事業所を 
紹介するパンフレットを作成します。 

   内容：区内にある事業所の活動内容や製品情報、ＰＲしたいこと等 
印刷予定部数：1,500部 

   配付場所：区役所、基幹相談支援センター、精神障害者生活支援セン 
ター、区社会福祉協議会 等 

 
［健康福祉局区配］ 

  ・精神障害者の生活教室事業【(２)1,344千円、(元)1,383千円】 
精神障害者の対人関係等の改善や社会生活への適応促進を目的と

し、創作活動やスポーツなどの集団援助を継続的に実施する。 
・難病相談事業【(２)239千円、(元)255千円】 

難病患者・家族がよりよい療養生活と社会生活を送るために、

情報提供や相談の場である講演会・交流会を継続的に実施する。 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

 

 
【参考】 

  港北区における障害者の状況 

 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

身体障害者手

帳所持者数 
7,218人 7,239人 7,284人 7,320人 7,436人 

精神保健福祉

手帳所持者数 
2,069人 2,198人 2,396人 2,595人 2,755人 

「愛の手帳」

所持者数 
1,900人 1,985人 2,120人 2,222人 2,308人 

 

３ 救急医療情報キット事業 【(２)950千円、(元)1,500千円】 

   救急搬送等の緊急時における高齢者等の円滑な医療介護情報の共有、

迅速な対応のため、かかりつけ医や服薬内容、緊急連絡先などの情報を

記載したシートを収め冷蔵庫で保管する容器を作成し、配付します。 

   作成予定数：5,000キット 

  (1) 配付対象者 

・ひとり暮らし高齢者地域で見守り推進事業対象者 

・災害時要援護者名簿登載者 

   ・その他、支援が必要な方 

 (2) 配付方法 

・自治会・町内会等から必要な方へ配付 

・区役所及び地域ケアプラザの窓口で配付 

 

４ 来庁者窓口サポート事業 【(２)1,475千円、(元)1,475千円】 

   福祉保健相談窓口にて窓口サポーターが、高齢者や障害者向けに窓口 

での手続き支援や案内を行います。 

 

【高齢者・障害者への窓口サポート件数】 

27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

－ － 3,629件 3,669件 2,873件 

 

【参考】  

  港北区における福祉保健相談窓口の相談件数の状況 

 
 

27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

13,236件 15,643件 17,086件 18,584件 19,697件 
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３ 地域で支えあう福祉・保健のまちづくり 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

３－(6) 

つなしま相談室・つ

なしま交流室を活用

した多世代交流事業 

《新規》 

（単位：千円） 
２予算 583 

元予算 0 

増▲減 583 

高齢・障害支援課 
こども家庭支援課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【つなしま交流室外観】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 樽町地域ケアプラザの担当エリアの中でも、特に鶴見川以北の綱島地区は、

人口約43,000人、高齢者人口約6,800人を抱え、今後の人口増加も見込まれて

おり、過大規模エリアとなっています。このため、区局連携促進事業※にて元

年７月に樽町地域ケアプラザの分室として、つなしま相談室・つなしま交流

室を設置し、地域包括ケアシステムの構築さらには地域共生社会の実現に向

けた取組を進めてきました。２年度はこれを活用し、地域の高齢者や子ども、

子育て世代の居場所を作り、地域の人たちが顔の見えるコミュニティづくり

を進めます。（新型コロナウイルスの影響により９月開始予定） 
 
＜所在地＞ 
 つなしま交流室 綱島西２－11－５ シュロスオータニ３Ｆ（45 ㎡） 

 つなしま相談室 綱島東２－12－19 福島ビル４階Ａ（53 ㎡） 

 

【主な内容】 

・高齢者が気軽に集えるサロン（囲碁や麻雀等の趣味的活動） 
・子ども、子育て世代が集えるカフェ（喫茶や食事の提供による子ども、

子育て世代の交流の場） 
を同じ場所で開催し（月一回程度）、多世代が同じ場所に集うことで、参

加者同士の交流を促し、顔の見える関係づくり・コミュニティづくりに

つなげます。 
 
 
 
 
 
 

 
【つなしま交流室内部】 
 

 
※区局連携促進事業（健康福祉局） 

［綱島地区における樽町地域ケアプラザ分室設置・運営モデル事業］

【(２)13,093千円、(元)15,952 千円】 
◇ 地域ケアプラザ分室 

 
 

機 能 ・相談、支援機能（地域包括支援センター等） 

・地域づくり機能   

 

体 制 

 

・保健師、主任ケアマネージャー、社会福祉士 各１名 

（樽町地域ケアプラザの配置職員により対応）  

・生活支援コーディネーター １名 

・非常勤職員 １名 

運 営 社会福祉法人 横浜共生会 
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４ 区民サービス向上に向けた取組 
 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

４－(1) 

港北区ＰＲ情報発信

事業 

（単位：千円） 

２予算 2,162 

元予算 4,556 

増▲減 ▲2,394 

区政推進課 
 

【差引理由】 
区庁舎１階の改善事業

終了等による減 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【港北区ミズキー 
（バルーンタイプ）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【港北区ガイドマップ】 

【事業の概要】 

 港北区キャラクター「港北区ミズキー」の活用をより一層広げ、区のＰＲ

を進めます。 

「港北区ガイドマップ」を作製し、主に区内転入者に配布し区域の生活に

必要な情報を提供します。 

 あわせてホームページやツイッターによる迅速な情報発信を通じて、的確

に行政情報を提供します。 
 

【主な内容】 

 １ 港北区ミズキー活用 【(２)1,240千円、(元) 2,220千円】 

   「港北区ミズキー」は、港北区制70周年（21年）を記念して、区民に

港北区への愛着を深めてもらうため制定しました。 

イラストは、広報区版や行政からのチラシ等に活用し、着ぐるみは区

民まつりへの出演や自治会・町内会等のイベントへ貸し出しています。 

元年度は、暑さ対策及び利便性の向上のためバルーンタイプの着ぐる

み１体を新調しました。今後、さらなる区の魅力アピールのためにイベ

ント等への出演・貸出を続けていきます。 

 

【参考】 

 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

港北区 
ホームページ 
アクセス件数 

約266万

件 

約255万

件 

約271万

件 

約298万

件 

約309万 

件 

ツイッター 
フォロワー数 

約3,500

人 

約4,200

人 

約4,800

人 

約5,700

人 
約7,800人 

港北区ミズキ

ー着ぐるみ 
利用件数 

30件 31件 25件 24件 41件 

 

 ＜港北区ミズキー着ぐるみ利用例＞ 

・ふるさと港北ふれあいまつり(６月) 

・地域子育て支援拠点「どろっぷ」の地域交流イベント（どろっぷデー）

（６月） 

・大倉山地区健民祭（10月） 

  ・ハナミズキ植樹式（11月） 
  ・港北駅伝（１月） 
  ・交通安全講習会（２月） 

 

 ２ 港北区ガイドマップ作製・配布 【(２)800千円、(元)800千円】 

地図面と情報面で構成し、地図面は区の主要施設が掲載された全域地

図を、情報面は区内の見どころやバス路線図、困ったときの相談窓口等、

生活に役立つ情報を掲載し、配布しています。 

 

66



４ 区民サービス向上に向けた取組 
 

  

３ ホームページやSNSを利用した情報発信 

区からのお知らせや啓発、災害時の情報等を、ホームページやツイッタ

ーを活用して発信しています。 

２年度は、新型コロナウイルス感染症に係る感染予防等の啓発や各種相

談窓口、生活を守るための減免や貸付制度等の情報を迅速に発信してい

ます。 

 

＜新型コロナウイルス感染症に係る情報発信の一例＞ 

・施設の閉館、イベントの実施状況及び郵送でできる手続き等を一覧に

し、区ホームページのトップにまとめて表示 

・乳幼児健診等の休止やこどもに関する相談窓口に加え、子育てに関する

動画をホームページやツイッターで発信 

・スポーツ選手等と協力し、在宅を呼びかける「ステイホーム」行動を求

める画像をツイッターで発信 
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４ 区民サービス向上に向けた取組 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

４－(2) 

戸籍課案内サービス

向上事業 

（単位：千円） 

２予算 2,654 

元予算 2,300 

増▲減 354 

戸籍課 
 

【差引理由】 
電話対応オペレーター

配置日数・人数の増 
 日数 人数 

２予算 68日 136人 

元予算 63日 126人 

増▲減 5日 10人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 繁忙期において、来庁するお客様の待ち時間の短縮に向けて、職員を窓口

体制の拡充に充てる補完として、電話対応の一部に専門スキルを持ったオペ

レーターを活用しています。また、窓口で転入者等にお渡ししている転入者

キット（暮らしのガイドに市政・区政情報を差し込んだもの）についても、

区内障害者施設に依頼して、作業の効率化等を図っています。 
 

【主な内容】 

１ オペレーターによる電話案内事業 

【(２)2,414千円、(元)2,070千円】《拡充》 

・電話オペレーター配置予定日数：計68日間（各日２人配置） 

・２年４月～５月（43日間：86人）、３年３月（25日間：50人） 

・２年度から土曜開庁時にもオペレーターを２人配置し、さらなる業務

の効率化を図っています。（４月第２土曜日のみ実施。４月第４土曜日、

５月第２・第４土曜日は新型コロナウイルスの影響により中止） 

 

【参考】 

電話オペレーター配置実績（各日２人配置） 

 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

電話受付件数 3,827件 2,231件 3,281件 4,101件 5,486件 

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ配置日数 46日 23日 36日 40日 59日 

延べ配置人数 68人 38人 53人 65人 115人 

 
    
２ 転入者キット作成事業 【(２)240千円、(元)230千円】 

  ・作成予定数：7,000部（元年度と同部数作成予定） 

  ・作業単価増による予算増 

 

【参考】 

 28年3月末 29年3月末 30年3月末 元年3月末 2年3月末 

人口(A) 340,311人 342,513人 344,336人 347,081人 349,652人 

世帯数(B) 165,482世帯 166,893世帯 168,466世帯 170,863世帯 173,235世帯 

平均世帯人員(A/B) 2.06人 2.05人 2.04人 2.03人 2.02人 

 

 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

市外からの転入者数 14,156人 13,790人 13,977人 14,622人 15,070人 

 ※転入世帯数（元年度） 

   15,070人（市外からの転入者数）／2.02人（平均世帯人員）＝7,460世帯（推計） 
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４ 区民サービス向上に向けた取組 

 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

４－(3) 

「仕事力向上」職員育

成事業 

（単位：千円） 
２予算 982 

元予算 932 

増▲減 50 

総務課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

【事業の概要】 

運営方針に掲げる５つの仕事力（「聴く力」、「考える力」、「学ぶ力」、「行動

する力」、「伝える力」）を向上させるため、自主企画研修及び人権啓発研修等

を実施し、CS（顧客満足度）・ES（職員満足度）の向上を図ります。 

【主な内容】 

１ CS・ES向上研修 【(２)760千円、(元) 710千円】 

(1)  新採用・転入職員向けCS向上研修（10月以降実施予定） 

    新採用・転入職員に窓口・電話応対研修を実施 
(2)  ワークスタイル改革研修（10月以降実施予定）《新規》 

    責任職及び職員に外部講師による研修を実施し、ワークスタイル改革    

   の考え方や具体的手法について理解及び習得を図ります。 

(3)  事務処理ミス防止研修（10月以降実施予定） 
責任職及び職員に事務処理ミス防止研修を実施 

(4) CS・ES向上研修（10月以降実施予定） 
    中堅職員（区在籍３年目）に研修を実施 
    区役所９か所の窓口で臨所研修を実施 

(5) 会計年度任用職員向けCS・ES向上研修（２月） 
※市民局窓口外部評価及び市民局窓口サービス満足度調査については時期

未定 

 

２ 人権啓発講演会等 【(２)222千円、(元)222千円】 
人権啓発講演会等の市民、職員向けの講演会を実施します。 
（新型コロナウイルスの影響により開催可否について検討中） 
 

【人権啓発講演会の実施状況】 
 テーマ 講師 参加者 

29年度 

港北の未来をひらく 

～学校と連携した地域防災拠点

運営に向けて～ 

鷲山 龍太郎（横浜市

立長津田小学校長） 
約400人 

30年度 

避難所で本当に命と健康守れま

すか!? 高齢者・障害のある方・

女性・子どもなどの視点から 

浅野 幸子（減災と男

女共同参画研修推進

センター共同代表） 

約400人 

元年度 

災害時のトイレ問題について 

一緒に考えませんか？～災害時

のトイレ問題を「自分事」とし

て捉えよう～ 

加藤 篤（NPO法人日

本トイレ研究所代表

理事） 

約400人 

 
 

 

【元年度 CS・ES向上研修】 

 

【元年度 港北区人権啓発 

・防災講演会】 
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４ 区民サービス向上に向けた取組 

令和２年度個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

４－(4) 

区民サービス向上・

環境改善促進事業 

（単位：千円） 

２予算 7,072 

元予算 9,952 

増▲減 ▲2,880 

総務課 
地域振興課 

 
【差引理由】 
区庁舎イントラシス

テムが、区局共通グル

ープウェアに移行する

ことに伴う減 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事業の概要】 

 区庁舎をはじめとした区内の区民利用施設等について、快適に過ごせる環

境づくりや施設の機能強化を行います。 
 

【主な内容】 

１ 区庁舎等の環境改善・機能強化 

【(２)5,555千円、(元)8,435千円】 

  ・区庁舎の環境改善に伴う消耗品、備品、委託料、リース料等 

・２階フロアーのWi-Fi通信費 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 ２ 区民利用施設の環境改善・機能強化 

【(２)1,517千円、(元)1,517千円】 

  ・区民利用施設の環境改善に伴う消耗品、備品、委託料、リース料等 

 

 

【参考】区庁舎等の改修に係る今後の建築局工事（設計含む） 
年度 実施内容 

元年度 港北区総合庁舎外壁改修工事 

２年度 

港北公会堂天井改修工事 

受変電設備更新工事に伴う設計※ 

港北区総合庁舎屋上防水改修工事に伴う設計※ 

非常用直流電源設備更新工事に伴う設計※ 

※当該設計に係る工事は、３年度に行われる予定 

 

【防犯カメラリース】 
 

【ＡＥＤレンタル】 
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令和２年度個性ある区づくり推進費（統合事業費）予算概要 

事業名等 実施内容 

 

《参考》 

統合事業費 

 

広報よこはま区版発

行事業 

（単位：千円） 

２予算 11,543 

元予算 10,748 

増▲減 795 

区政推進課 
 

【差引理由】 
広報よこはまの印刷単

価の上昇に伴う増 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【統合事業費の概要】 

区の事業や区役所、区内の施設からのお知らせなどを区民に周知するため、

広報よこはま区版を発行します。 
紙面は、区の施策で特に力を入れて取り組んでいる事業などを紹介する特

集面と、区役所や区内施設等が実施するイベントなどを紹介するお知らせ面

等から構成されています。 
 広報紙は、原則、自治会町内会を通じて各戸へ配布しているほか、区のホ

ームページへの掲載やツイッターなどで情報を発信しています。紙面のオー

プンデータ化により、民間事業者２社が、スマートフォンやタブレット端末

で見やすい体裁に整えて配信しています。 
 

【主な内容】 

広報よこはま区版作成 【(２)11,543千円、(元)10,748千円】 

(1) 発行 

毎月１日、年12回 

166万部（13.8万部/月）発行予定 

 

(2) 仕様 

タブロイド判、４色刷り、８ページ 

     （７・８月号は４ページ） 

  (3) 紙面構成 

・特集・トピックス記事 

      区の施策で特に力を入れて取り 

組んでいる事業やイベントなどを 

紹介する紙面 

     ＜例＞元年度  

         ２月号特集「生活に困ったときの相談窓口」 

３月号特集「おでかけで活力ある毎日を！」 

２年度 

５月号特集「新型コロナウイルス感染症対策」 

・お知らせ記事 

区役所や区内施設等が実施する催事などを紹介する紙面 

 

  (4) その他 

福祉保健センターからのお知らせ 

      発行：年１回（２年４月号に挟み込み） 

      仕様：４色刷り、４ページ 

      内容：検診日程等 

 

【広報よこはま区版発行部数】               

 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

年間部数 161万部 161万部 162万部 164万部 165万部 

月平均部数 13.4万部 13.4万部 13.5万部 13.7万部 13.8万部 
 

 

参考 
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令和２年度個性ある区づくり推進費（統合事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

 

《参考》 

統合事業費 

 

広聴相談事業 

（単位：千円） 

２予算 2,144 

元予算 2,136 

増▲減 8 

区政推進課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【統合事業費の概要】 

 区民が日常生活で直面する問題に対処するため、専門家による無料相談事

業を行います。また、「市民からの提案」などの広聴制度により、手紙や投稿

フォームで寄せられた区民の提案・意見などを受け付けて、回答するととも

に内容を公表します。 
 

【主な内容】 

１ 特別相談事業 【(２)2,144千円、(元)2,136千円】 

区民が日常生活で直面する問題に対処するため、専門家による無料相 

談事業を行います。 

相談名 内  容 相談員 実施日時 

法律相談 
離婚、相続、金銭、近隣問題

など法律問題全般について 
弁護士 

水曜日、 

第 1･3木曜日 

13:00～16:00 

司法書士相談 

債務整理（140万円以下）、

不動産登記、相続、成年後見

など 

認定司

法書士 

第 1･3火曜日 

13:00～16:00 

公証相談 
遺言、任意後見、賃貸借契約

などの公正証書について 
公証人 

第 2木曜日 

13:00～15:00 

交通事故相談 示談の方法、保険金請求など 

交通事

故相談

員 

第 3金曜日 

9:00～12:00 

13:00～16:00 

行政相談 
国の仕事・制度についての苦

情・要望など 

行政相

談委員 

第 2火曜日 

13:00～15:00 

※特設相談等

が別にあり 

（法律相談  ：４月15日(水)より対面相談から電話相談に変更。） 

（司法書士相談：４月から当面の間、休止。） 

（公証相談  ：４月から当面の間、休止。） 

（交通事故相談：区役所での対面相談は４月から当面の間、休止。 

       市民相談室にて電話相談を実施中。） 

（行政相談  ：４月から当面の間、休止。） 

※相談の変更・休止は新型コロナウイルスの影響による。 

２ 特別相談・広聴・窓口案内件数（単位：件） 

 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

特

別

相

談 

法律相談 462 466 454 471 482 

司法書士相談 103 98 128 131 135 

公証相談 26 32 29 31 24 

交通事故相談 43 18 18 19 13 

行政相談 30 35 24 23 8 

広聴事業 454 576 650 535 709 

窓口案内 114,294 118,897 99,317 80,041 77,003 
 

参考 
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令和２年度個性ある区づくり推進費（統合事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

 

《参考》 

統合事業費 

 

消費生活推進員事業

（単位：千円） 

２予算 204 

元予算 594 

増▲減 ▲390 

地域振興課 
 

【差引理由】 
助成団体が減ったこと

による助成金の減 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【統合事業費の概要】 

消費生活推進員の活動を支援するとともに、消費者被害を防止し、地域の 
消費生活環境の安定・向上を図ることを目的としています。 

 

【主な内容】 

１ 学習・啓発 【(２)144千円、(元)144千円】 

(1)  講演会の開催 

区民及び消費生活推進員を対象とした悪質商法未然防止に役立つ講演 

会を横浜市消費生活総合センターとの共催で実施します。（11月） 

 

(2)  広報紙「あゆみ」の発行 

消費者被害未然防止等の啓発や推進員の活動の周知を目的とした広報 

紙「あゆみ」を作成します。（３月） 

 

２ 地域活動支援 【(２)60千円、(元)450千円】 

区内全域を対象として広く啓発を行っていくため、関係団体と連携した

啓発活動を進めるなど、消費生活推進員が行う消費者被害未然防止・拡大

防止に関する啓発講座の開催を支援します。 
 

 

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 
元年度 

（公募） 

２年度 

（公募） 

消費生活 

推進員数 
133人 132人 136人 136人 12人 12人 

※任期２年（元年４月～３年３月） 
※４、５月は新型コロナウイルスの影響により活動休止 

 

 

 

 

 

 

 

参考 

【港北区消費生活推進員数】 

【消費者のつどい】 
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令和２年度個性ある区づくり推進費（統合事業費）執行状況説明書 

事業名等 実施内容 

 

《参考》 

統合事業費 

 

青少年活動支援事業

（単位：千円） 

２予算 3,944 

元予算 3,336 

増▲減 608 

地域振興課 
 

【差引理由】 
青少年指導員改選に伴

う、新任者用ユニフォ

ーム代（40人見込み）

の増 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【統合事業費の概要】 

・ 地域における青少年指導員の活動を支援することにより、青少年の健 
 全育成を図ります。 
・ 社会環境健全化活動を行い、青少年が健やかに育つ環境を作ります。 

 

【主な内容】 

１ 青少年指導員事業 【(２)2,964千円、(元) 2,356千円】 

   青少年指導員活動費を港北区青少年指導員協議会に交付し、自然体験

教室や研修会の開催、広報誌の発行等を支援します。 

 

【自然体験教室参加者数等】 

 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

参加者数 140人 167人 135人 96人 ― 

実施場所 野島公園 宮ケ瀬湖 ソレイユ

の丘 

湘南国際村 

めぐりの

森 

生田緑地 

※元年度は開催時期を変更したことにより参加者減。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 社会環境健全化事業 【(２)80千円、(元)80千円】 

全市一斉統一行動パトロールや社会環境実態調査、全市統一行動キャ 

ンペーンを通じて、青少年の健全育成を推進します。 

 

 ３ 学校・家庭・地域連携推進事業 【(２)900千円、(元)900千円】 

   中学校区ごとに設けられている学校・家庭・地域連携事業実行委員会 

（９団体）へ補助金を交付します。学校・家庭・地域が一体となり、青 

少年の問題行動等の防止及び健全育成を図ります。 

 

 

参考 

自主企画事業（再掲） 

育もう「ふるさと港北」事業 

[青少年活動支援事業（自主企画分）]【(２)500千円、(元)470千円】 

ペットボトルロケット大会への参加を通じて、区民の親睦や連帯意識

の高揚、家族のふれあいを深める場とします。 

【自然体験教室（植樹体験）】 

【全市一斉統一行動 

パトロール】 
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（２）一般管理費 

                      （単位：百万円） 

区  分 
２年度 

予算額 

元年度 

予算額 
増△減 主な管理施設 〔主な増減理由〕 

統合事務費 31 32 △1 区役所業務の事務経費 

統合事業費 23 22 1 

・広報よこはま区版発行事業 

・広聴相談事業 

・消費生活推進委員事業 

・スポーツ推進委員支援事業 

・青少年活動支援事業 

・クリーンタウン横浜事業 
 

区庁舎等管理費 81 76 5 
港北区総合庁舎、土木事務所、 
行政サービスコーナー（２か所） 
〔実績等による増等〕 

区版市民活動支援センター 

管理費 
1 1 0 港北区区民活動支援センター 

地区センター等管理費 233 230 3 地区センター（６か所）、スポーツ会館 

青少年施設管理費 9 9 0 こどもログハウス 

公会堂管理費 21 20 1 港北公会堂 

老人福祉センター等管理費 45 45 0 老人福祉センター 

コミュニティハウス管理費 84 82 2 
コミュニティハウス（３か所） 
学校施設活用型コミュニティハウス（３か所） 

区スポーツセンター管理費 24 23 1 港北スポーツセンター 

広場・遊び場等管理費 16 15 1 
国際交流ラウンジ 
広場・遊び場等（12 か所） 

区庁舎・区民利用施設 

          修繕費 
6 8 △2 小破修繕等 

区庁舎等光熱水費 46 49 △3 
港北区総合庁舎、公会堂、土木事務所、 
行政サービスコーナー（２か所） 
〔実績等による減〕 

合    計 620 611 9  

注）各項目で単位未満を四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。 
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（単位：百万円） 

分  類 
２年度 

予 算 

元年度 

予 算 
増△減 説   明 

区配付予算 7,811 7,886 △75 局からの予算配付を受け、区が執行している予算 

 

①区役所総務費 667 725 △58  

 

賦課徴収費 219 227 △8 
市税の納税通知書や償還金、還付加算金の作成・発送な
ど 

広報費 25 24 1 「広報よこはま」・「県のたより」の配布謝金など 

統計調査費 81 5 76 
各種統計調査など 
＊国勢調査実施による増 

その他 343 468 △125 戸籍住民登録事務費、選挙関連経費など 

②身近なまちづくり 1,379 1,605 △226  

 

道路修繕費等 1,111 1,251 △140 道路修繕、交通安全施設の整備・補修など 

河川維持 

管理費等 
37 47 △10 河川や親水水路の維持管理など 

公園管理費等 231 307 △76 公園の維持管理や老朽化した公園施設の改良など 

③子育て支援 1,684 1,412 272  

 

市立保育所運営 465 369 96 
市立保育所（５か所）の運営費（職員人件費を除く）   

＊元年度：５か所 ＊市立保育所職員賃金・社会保険料等の増 

放課後児童 

健全育成 
895 715 180 

放課後キッズクラブ運営法人（26か所）、 
放課後児童クラブ運営委員会等（32か所）への補助金など 

＊元年度：放課後キッズクラブ20か所、放課後児童クラブ31か所 

＊施設数の増及び運営費（賃金単価）の増 

その他 325 327 △2 
地域子育て支援拠点に係る協働委託費(89 百万円)、乳幼児健診
(18 百万円)、小児医療費助成事業、母子手帳の交付など 
＊職員賃金等を総務局で予算執行変更 

④生活保護等 3,593 3,659 △66  

 

生活保護 3,567 3,632 △65 
生活困窮者に対する扶助費支給経費 
＊保護人員が減少傾向にあることによる生活扶助費の減 

生活困窮者 

自立支援 
26 26 0 

生活保護に至る前段階の生活困窮者に対して、国の定め
る基準に基づき、自立に向けた包括的な相談支援を実施
するための経費など 

⑤その他福祉・保健 488 486 2  

 

障害者福祉 218 219 △1 
身体障害児・者への各種用具の給付・貸与、住宅改造や
自立支援機器の購入・取付経費の助成など 

高齢者福祉 26 27 △1 
高齢者等の認知症対策、中途障害者支援や住環境整備
など 

その他 244 240 4 
地域ケアプラザ管理運営経費（一般会計分 161 百万円）、 
民生委員・児童委員の活動費支給など 

 

注）1 現時点では配付額が未定のため、区へ配付する予定額を 18 区均等に按分したものも含まれています。 
2 各項目で単位未満を四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。 

 

 

 

３ 区配付予算   

76





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

                                      



提案区 項　目 所管局
番
号

対応
※一部対応

含む

令和２年度予算編成に向けた「区提案反映制度」項目・対応状況一覧

提 案 内 容 の 概 要

港北 1 地域子育て支援拠点での「ひととき預かり」
　急な預かりのニーズに対応できるよう、地域子育て支
援拠点内に横浜子育てサポートシステム提供会員を常駐
させ即時性の高い一時預かり事業を実施

こども青少年局 ○

港北 2 公立保育所の環境整備の推進（ハード面）

１　公立保育所の果たしている役割の再認識及び再整備
（中長期的目標）

２　緊急対応が必要な改修と効率的な空間の確保（短期
的目標）

こども青少年局 ○

港北 3 公立保育所の環境整備の推進②（ソフト面）
１　アルバイト事務職員の雇用に係る規定の見直し

２　各保育所で実施している清掃作業等の外部委託
こども青少年局 ○

港北 4 綱島地区への図書館機能導入
　綱島駅東口駅前地区市街地再開発事業内で、地域特有
の課題解決に合わせた施設と連携した図書取次サービス
など、図書館機能の検討・整備

教育委員会
事務局

－

　橋梁の新設 道路局

　太尾堤緑道の延伸整備・測量経費 環境創造局

　地元の検討体制構築後の検討支援 都市整備局

タクシー協会との調整を踏まえた対策検討整理 道路局

港北 7 東京丸子横浜線(都市計画道路)の早期事業化
　未着手区間における早期事業化のための調整等に係る
費用

道路局 －

港北 8 日吉駅周辺における喫煙禁止地区の指定 　喫煙禁止地区の指定 資源循環局 ○

港北 9 港北公会堂機能改善工事
　港北公会堂特定天井改修工事に併せて機能改善工事を
実施

市民局 ○

港北 10 児童家庭支援センターサテライトの設置
　こどもの人口や区の特性に応じた児童家庭支援セン
ターの区内２か所目の設置

こども青少年局 －

港北 11
産前産後ヘルパー派遣事業の申請手続きの簡
略化

　産前産後ヘルパー事業の申請手続きの簡略化（補助券
交付方式による申請手続きの変更）

こども青少年局 －

港北 12
幼児教育・保育の無償化に伴う現況確認事務
の局集中処理センター化

１　横浜保育室を含む認可外保育施設の現況確認事務に
ついて、集中処理センターへ統合

２　集中処理センターの機能拡張、もしくは開設期間の
延長による認可外保育施設の現況確認事務の効率化

こども青少年局 ○

○

○

港北 5
鶴見川周辺（新羽地区・大倉山地区）のまちづく
り（橋梁の整備・太尾堤緑道の延伸)

港北 6 日吉駅（西口）周辺のまちづくりの推進

　　　（参　　考）




